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司
法
省
御
雇
外
人
ア
ッ
ペ
ー
ル
の

　
　
　
　
　
　
司
法
省
法
学
校
卒
業
式
演
説

　
　
　
　
　
　
続
続
・
明
治
法
制
史
料
雑
纂
（
九
）

手

塚

豊

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
は
、
明
治
十
七
年
七
月
十
日
、
司
法
省
法
学
校
正
則

科
第
二
期
生
卒
業
式
に
お
い
て
、
そ
の
教
師
で
あ
つ
た
司
法
省
御
雇
外
人
ジ
ョ

ル
ジ
ュ
・
ア
ッ
ペ
ー
ル
（
Ω
。
。
夷
緩
卜
寒
Φ
詳
）
が
行
つ
た
演
説
の
日
本
語
訳
全
文

で
あ
る
。
原
本
は
「
司
法
省
法
学
成
業
証
授
与
場
教
師
演
説
」
と
題
す
る
四
六

版
全
二
十
三
頁
の
活
字
本
小
冊
子
で
、
私
が
利
用
し
た
の
は
慶
鷹
義
塾
大
学
図

書
館
所
蔵
本
で
あ
る
。
活
字
本
の
こ
と
と
で
、
他
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

　
（
1
）

れ
る
が
、
現
在
の
法
務
図
書
館
の
蔵
書
に
は
、
ど
う
し
た
わ
け
か
見
あ
た
ら
な

い
。
本
書
に
は
、
奥
書
が
な
い
の
で
出
版
年
月
日
は
わ
か
ら
な
い
が
、
卒
業
式

後
ま
も
な
く
、
司
法
省
が
、
こ
の
小
冊
子
を
作
つ
て
関
係
者
に
配
付
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　
現
在
判
明
し
て
い
る
ア
ッ
ペ
ー
ル
関
係
の
資
料
は
、
き
わ
め
て
す
く
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

本
書
を
紹
介
し
た
研
究
文
献
も
な
い
．
私
は
別
稿
「
司
法
省
法
学
校
小
史
」
に

お
い
て
、
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
こ
と
に
も
若
干
ふ
れ
た
が
、
こ
の
演
説
に
つ
い
て
は

　
　
　
司
法
省
御
雇
外
人
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
司
法
省
法
学
校
卒
業
式
演
説

省
略
し
た
の
で
、
こ
こ
に
改
め
て
そ
の
全
文
を
覆
刻
、
発
表
す
る
次
第
で
あ

る
。　
ア
ッ
ペ
ー
ル
が
、
司
法
省
法
学
校
あ
る
い
は
他
の
私
立
法
律
学
校
さ
ら
に
東

京
帝
国
大
学
法
科
大
学
に
お
い
て
フ
ラ
ソ
ス
法
を
教
授
し
た
外
人
教
師
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

つ
た
こ
と
は
、
す
で
に
一
応
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
事
績
は
、
二
、
三
の
学
校
史
、
明
治
初
期
フ
ラ
ン
ス
法
継
受
に
関
す
る
論
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

あ
る
い
は
ま
た
司
法
省
法
学
校
関
係
者
の
回
顧
録
の
類
に
散
見
す
る
の
み
で
あ

つ
て
、
彼
だ
け
を
採
り
あ
げ
た
文
献
は
、
私
の
知
る
限
り
に
お
い
て
二
つ
し
か

な
い
。
そ
れ
は
、
彼
の
逝
去
の
報
が
伝
え
ら
れ
た
昭
和
九
年
、
織
田
萬
博
士
が

東
京
朝
日
新
聞
に
六
回
に
わ
た
つ
て
連
載
さ
れ
た
追
悼
文
「
我
が
司
法
界
の
恩

（
7
）
人
」
と
、
終
戦
後
、
，
明
治
大
学
の
関
未
代
策
教
授
が
発
表
さ
れ
た
論
文
「
ア
ッ

　
　
　
　
　
（
8
）

ぺ
ー
ル
の
経
済
学
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
者
は
司
法
省
法
学
校
に
関
す
る
記

述
が
大
部
分
を
占
め
、
彼
の
事
績
に
つ
い
て
の
説
明
は
余
り
多
く
な
い
。
ま

た
、
後
者
は
彼
の
経
済
思
想
の
解
明
に
重
点
が
そ
そ
が
れ
ー
も
ち
ろ
ん
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
　
　
（
二
二
七
）



　
　
　
司
法
省
御
雇
外
人
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
司
法
省
法
学
校
卒
業
式
演
説

は
建
に
貴
重
な
研
究
で
あ
る
が
［
彼
の
一
鵯
般
的
経
歴
に
つ
い
て
の
考
証
に
ま

で
は
十
分
及
ん
で
い
な
い
．

　
要
す
る
に
、
ア
ッ
ペ
ー
ル
関
係
資
料
の
発
掘
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
そ
れ

が
た
め
、
ま
と
ま
つ
た
伝
記
の
発
表
も
な
く
将
来
の
研
究
が
期
待
さ
れ
る
状
態

で
あ
る
．
し
た
が
つ
て
、
こ
こ
で
も
彼
の
経
歴
と
業
績
を
詳
し
く
紹
介
す
る
こ

と
は
残
念
な
が
ら
で
き
な
い
が
、
ブ
応
、
私
の
知
り
え
た
資
料
に
も
と
づ
い
て

ー
そ
れ
は
窺
に
貧
弱
で
あ
る
が
ー
そ
の
足
跡
を
辿
つ
て
み
た
い
。

　
ア
ッ
ペ
ー
ル
が
日
本
に
来
朝
し
た
の
は
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
年
）
十
一

月
で
あ
る
．
一
八
五
〇
年
生
れ
で
あ
る
か
ら
、
ま
だ
二
十
代
の
青
年
法
律
家
で

あ
つ
た
。
少
年
の
頃
、
彼
は
志
願
兵
と
し
て
普
仏
戦
争
に
参
加
し
で
腰
部
に
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

傷
、
そ
れ
が
た
め
終
世
、
歩
行
が
多
少
不
自
由
で
あ
つ
た
と
い
う
。
来
朝
前
、

ア
グ
レ
ゼ
（
轟
ま
隠
）
の
試
験
を
う
け
た
が
、
合
格
は
し
て
い
な
か
つ
た
と
の
こ

　
　
　
（
10
）

と
で
あ
る
。

　
「
明
治
十
二
年
十
二
月
中
外
国
人
雇
入
表
」
に
よ
る
と
、
司
法
省
に
雇
用
さ

れ
た
ア
ッ
ペ
ー
ル
は
「
法
律
顧
問
、
法
学
生
徒
教
師
」
で
、
俸
給
は
「
一
ヵ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

四
百
円
」
、
「
十
一
月
二
十
二
日
ヨ
リ
向
ニ
カ
年
雇
」
の
契
約
で
あ
つ
た
。

　
彼
の
来
朝
当
時
、
司
法
省
法
学
校
に
お
い
て
は
、
九
年
七
月
に
入
学
し
た
正

則
科
第
二
期
生
ボ
フ
ラ
ン
ス
語
を
中
心
と
す
る
普
通
課
程
を
履
修
中
で
あ
つ
た

が
、
彼
は
早
速
に
「
特
課
」
（
課
外
講
義
と
思
わ
れ
る
）
と
し
て
性
法
お
よ
び
経

済
学
を
講
じ
た
σ
で
あ
る
。
翌
十
三
年
二
月
、
速
成
科
第
二
期
生
が
入
学
す
る

や
、
彼
は
同
科
の
フ
ラ
ソ
ス
刑
法
の
講
義
も
担
当
し
た
。
し
か
し
、
同
年
九
月
、

正
則
科
第
二
期
生
が
専
門
課
程
に
進
み
、
そ
の
講
義
を
彼
が
担
当
す
る
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

速
成
科
の
講
義
は
五
月
限
り
で
う
ち
き
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
　
　
（
二
二
八
）

　
正
則
科
第
二
期
生
が
、
本
科
の
課
程
四
力
年
間
に
、
ア
ッ
ペ
ー
ル
か
ら
ど
ん

な
科
目
を
ど
ん
な
順
序
で
学
ん
だ
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
確
実
に
は
わ
か

つ
て
い
な
い
が
、
第
二
期
生
鶴
丈
一
郎
（
後
ち
の
大
審
院
判
事
）
の
学
習
ノ
ー
ト

を
紹
介
さ
れ
だ
磯
野
誠
一
教
授
は
、
そ
の
中
の
性
法
、
民
法
、
商
法
、
刑
法
、

治
罪
法
、
民
事
訴
訟
法
な
ど
の
ノ
ー
ト
は
、
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
講
義
で
あ
つ
た
と

　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
野
田
良
之
教
授
は
、
最
近
、
東
大
法
学
部
で
購
入
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
文
の
ノ

ー
ト
（
行
政
法
、
民
法
、
商
法
、
刑
法
、
民
事
訴
訟
法
）
に
、
β
↓
Φ
讐
犀
費
の
署
名

の
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
司
法
省
法
学
校
正
則
科
第
二
期
生
手
塚
太
郎
（
後

ち
の
長
崎
控
訴
院
長
）
の
ノ
ー
ト
と
推
定
さ
れ
、
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
博
士
の
講
義
」

と
題
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
「
ア
ペ
エ
ル
の
講
義
の
筆
記
で
あ
る
か
も
し
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

い
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
正
則
科
第
二
期
生
の
授
業
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

担
当
し
な
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
私
も
野
田
教
授
の
推
定
を
正

し
い
も
の
と
考
え
る
が
、
前
掲
鶴
ノ
ー
ト
と
の
比
較
、
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

　
本
稿
で
紹
介
す
る
ア
ツ
ペ
ー
ル
の
演
説
は
、
前
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
こ
の

第
二
期
生
卒
業
式
に
お
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
温
情
に
あ
ふ
れ
側
々
と

胸
を
う
つ
彼
の
演
説
は
、
卒
業
生
一
同
に
ふ
か
い
感
銘
を
与
え
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。　
十
三
年
九
月
に
入
学
し
た
正
則
科
第
三
期
生
も
、
十
七
年
九
月
に
本
科
に
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

ん
で
か
ら
、
ア
ッ
ペ
！
ル
の
講
義
を
聴
い
た
。
同
年
十
二
月
、
司
法
省
法
学
校

が
文
部
省
直
轄
の
東
京
法
学
校
に
改
組
さ
れ
た
際
、
彼
は
文
部
省
雇
を
兼
任
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

校
本
科
生
（
旧
正
則
科
第
三
期
生
）
の
講
義
を
担
当
し
た
．



　
「
明
治
十
八
年
九
月
中
官
雇
外
人
一
覧
表
」
に
よ
る
と
、
彼
は
司
法
省
「
法

律
顧
問
」
で
文
部
省
雇
を
兼
ね
「
月
給
紙
幣
二
百
円
別
二
文
部
省
ヨ
リ
三
百

円
」
「
明
治
十
七
年
十
二
月
十
三
目
ヨ
リ
同
廿
年
十
一
月
二
十
一
目
迄
」
の
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

で
あ
る
が
、
目
下
「
本
国
二
帰
省
中
」
、
と
あ
る
．
東
京
法
学
校
開
校
直
後
、
彼

は
親
の
病
気
見
舞
の
た
め
、
一
時
帰
国
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る

　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

の
で
あ
る
。
日
本
政
府
が
彼
に
勲
四
等
を
贈
つ
た
の
は
、
こ
の
時
で
あ
つ
た
。

　
東
京
法
学
校
は
、
翌
十
八
年
九
月
、
東
京
大
学
法
学
部
に
合
併
さ
れ
た
の

で
、
ア
ッ
ペ
ー
ル
も
外
人
教
，
師
と
し
て
同
大
学
に
移
り
、
二
十
二
年
一
月
ま
で

　
　
　
（
肌
）

在
職
し
た
。
旧
司
法
省
法
学
校
正
則
科
第
三
期
生
は
、
東
京
法
学
校
を
経
て
東

京
大
学
に
引
ぎ
つ
が
れ
、
そ
の
大
部
分
は
二
十
一
年
に
東
京
帝
国
大
学
法
科
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
22
）

学
フ
ラ
ン
ス
部
，
（
十
九
年
三
月
．
東
京
大
学
法
学
部
改
組
）
を
卒
業
し
た
が
、
こ

れ
ら
の
者
は
、
終
始
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
フ
ラ
ソ
ス
法
教
育
を
う
け
た
わ
け
で
あ

る
。　
他
方
、
ア
ッ
ペ
ー
ル
は
民
間
の
私
立
法
律
学
校
の
教
育
に
も
関
係
し
た
。
す

な
わ
ち
、
十
三
年
九
月
に
代
言
社
と
し
て
発
足
し
た
東
京
法
学
社
が
、
法
学
教

育
を
開
始
す
る
や
、
翌
十
四
年
二
月
、
彼
は
招
か
れ
て
、
仏
国
行
政
法
の
講
義

　
　
　
（
2
3
）

を
開
講
し
た
。
東
京
法
学
社
は
、
当
時
の
「
法
律
雑
誌
」
に
、
次
の
よ
う
な
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

徒
募
集
広
告
を
掲
載
七
て
い
る
（
絢
羅
点
）
。

　
　
　
行
政
法
講
義
会
広
告

　
　
今
般
、
司
法
省
法
律
専
門
学
校
御
雇
仏
国
法
律
博
士
㍉
ア
ッ
ペ
ー
ル
」
氏

　
ヲ
聴
シ
．
仏
国
公
法
及
行
政
法
中
我
国
二
最
モ
適
切
ナ
．
ル
部
分
ノ
講
義
会
ヲ

　
開
キ
タ
リ
。
働
テ
有
志
ノ
諸
君
ハ
本
会
二
加
－
入
ア
ラ
ソ
．
コ
ポ
ヲ
請
フ
。
其
規

　
則
ノ
大
要
左
ノ
如
シ
。

　
　
　
司
法
省
御
雇
外
人
ア
芝
ぺ
駕
ル
め
司
法
省
法
学
校
卒
業
式
演
説

　
一
　
会
日
ハ
毎
週
火
曜
日
午
后
三
時
半
ヨ
リ
同
五
時
二
至
ル
。

　
一
　
会
員
ハ
公
務
又
ハ
其
他
ノ
巳
ム
ヲ
得
サ
ル
事
故
ア
ル
ニ
非
レ
ハ
、
一
年

　
　
問
退
会
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス
。

　
一
　
遠
地
ニ
ア
ル
カ
、
又
ハ
事
故
ア
リ
テ
出
席
シ
難
キ
会
員
ニ
ハ
、
毎
会
筆

　
　
記
ス
ル
所
ノ
印
行
物
一
部
宛
ヲ
贈
ル
。

　
一
　
会
員
ハ
毎
月
五
十
銭
ヲ
出
ス
可
シ
。

　
　
　
　
十
四
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
法
学
社

　
と
こ
ろ
が
、
開
講
直
後
の
同
年
五
月
、
東
京
法
学
社
の
学
校
部
門
は
分
離
、

独
立
し
て
東
京
法
学
校
と
称
し
た
。
そ
し
て
ア
ヅ
ペ
ー
ル
は
ひ
き
つ
づ
き
同
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

で
仏
国
行
政
法
を
担
当
し
た
め
で
あ
る
．
二
十
一
年
一
月
の
同
校
「
教
科
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

程
」
に
よ
る
と
、
彼
は
三
年
生
の
相
続
法
を
担
当
し
て
い
る
。
創
立
以
来
ひ
き

つ
づ
い
て
在
職
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
間
の
担
当
科
目
の
異
動
、
通
訳
の

氏
名
な
ど
は
わ
か
ら
な
い
。

　
彼
は
二
十
一
年
一
月
、
東
京
法
学
校
を
退
職
し
た
。
「
東
京
法
学
校
雑
誌
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

第
一
号
（
二
十
一
年
一
月
〉
の
雑
報
欄
は
、
次
の
ご
ど
く
述
べ
て
い
る
（
鉤
燈
点
）
。

　
　
相
続
は
ア
ッ
ペ
ー
ル
君
の
受
持
な
り
し
が
、
同
君
は
年
来
咽
喉
病
に
罹
ら

　
る
L
を
以
て
、
此
頃
全
部
を
講
了
せ
ら
る
玉
と
同
時
に
暫
く
講
義
を
辞
せ
ら

　
れ
た
れ
ば
、
不
日
更
に
良
師
を
聰
す
る
筈
な
り
。

　
他
方
、
彼
は
自
ら
も
名
誉
会
員
の
一
人
ど
し
て
加
入
し
て
い
た
仏
学
会
（
零

象
融
号
ビ
群
讐
Φ
写
導
琶
・
Φ
）
（
明
治
十
九
年
十
月
創
立
、
会
長
辻
新
次
）
が
、
そ

の
事
業
と
し
て
東
京
仏
学
校
を
開
き
、
”
二
十
年
九
月
か
ら
本
格
的
法
学
教
育
を

　
　
　
（
器
）

始
め
る
や
、

彼
は
翌
年
九
月
か
ら
そ
の
講
師
と
な
ゆ
、
「
理
財
学
ノ
大
意
」
を

　
　
　
（
2
9
）

担
当
し
た
．
因
み
に
、
、
索
京
法
学
校
と
東
京
仏
学
校
嬢
二
十
二
年
九
月
に
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
　
　
傘
，
一
ご
九
）



　
　
　
　
司
法
省
御
雇
外
人
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
司
法
省
法
学
校
卒
業
式
演
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

併
、
法
政
大
学
の
前
身
で
あ
る
和
仏
法
律
学
校
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
彼
は
十
四
年
二
月
以
降
、
明
治
法
律
学
校
（
十
四
年
一
月
開
校
）
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

経
済
学
を
教
え
て
い
る
。
通
訳
は
、
同
校
講
師
宇
川
盛
三
郎
で
あ
つ
た
。
こ
の

出
講
に
つ
い
て
、
明
治
十
四
年
三
月
二
十
九
日
・
東
洋
自
由
新
聞
は
次
の
よ
う

　
　
　
　
（
3
2
）

に
報
じ
て
い
る
（
絢
雛
点
）
。

　
　
明
治
法
律
学
校
は
、
開
校
以
来
、
宮
城
、
岸
本
等
諸
氏
頗
る
勉
強
し
、
発

　
少
の
月
謝
に
て
教
授
せ
ら
る
工
事
は
、
已
に
某
新
聞
に
も
記
載
あ
り
し
が
、

　
今
又
聞
く
所
に
拠
れ
ば
、
司
法
省
御
雇
外
人
ア
ッ
ペ
ー
ル
氏
に
は
、
其
事
を

　
聞
込
ま
れ
頗
る
其
美
挙
を
賞
讃
せ
ら
れ
て
、
毎
金
曜
日
に
は
怠
り
無
く
出
張

　
せ
ら
れ
、
懇
ろ
に
経
済
学
の
一
科
を
教
授
せ
ら
る
N
と
云
ふ
が
、
他
国
の
人

　
で
さ
へ
も
此
慈
善
あ
り
、
我
同
胞
兄
弟
の
無
慈
悲
者
流
豊
に
悦
ぢ
勿
ん
や
。

　
彼
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
明
治
法
律
学
校
の
主
要
な
る
教
師
岸
本
辰
雄
、
宮

城
浩
蔵
、
矢
代
操
、
西
園
寺
公
望
等
は
す
べ
て
無
報
酬
で
あ
つ
た
の
で
、
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

年
四
月
、
二
百
余
名
の
学
生
一
同
か
ら
鄭
重
な
感
謝
状
が
贈
ら
れ
て
い
る
。

　
彼
が
い
つ
ま
で
明
治
法
律
学
校
に
在
職
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
の

講
義
を
ま
と
め
た
後
掲
の
「
理
財
学
講
義
」
が
十
六
年
二
月
ま
で
の
も
の
を
収

録
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
十
八
年
三
月
の
「
明
治
法
律
学
校
規
則
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

「
現
時
日
課
表
」
の
教
師
中
に
、
彼
の
名
が
の
つ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
み
て
、

十
六
年
二
月
以
降
十
八
年
三
月
ま
で
の
間
に
、
退
職
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
　
　
　
　
　
　
○

　
前
に
述
べ
た
ご
と
く
、
彼
は
法
学
校
教
師
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
司
法
省
の
法

律
顧
問
で
も
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て
、
法
律
問
題
の
諮
間
に
答
え
る
こ
と
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
　
　
（
二
三
〇
）

そ
の
職
務
で
あ
つ
た
が
、
彼
の
答
議
の
類
は
、
現
在
の
と
ヒ
ろ
余
り
多
く
知
ら

れ
て
い
な
い
。
主
と
し
て
法
学
校
の
授
業
に
専
念
し
て
い
た
の
で
、
諮
問
を
う

け
る
機
会
が
す
く
な
か
つ
た
の
か
庵
知
れ
な
い
。

　
井
上
毅
の
文
書
を
収
め
た
「
梧
陰
文
庫
」
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
残

　
　
　
（
3
5
）

つ
て
い
る
。

　
　
議
会
ヲ
開
ク
ニ
必
要
ナ
ル
議
員
々
数
ノ
件
　
一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
年
）

　
　
　
五
月
十
日
　
参
事
院
十
行
罫
紙
三
枚

　
「
一
千
八
百
七
十
一
年
八
月
十
日
仏
国
県
会
法
律
第
三
十
条
二
県
会
ノ
会
議

ハ
其
議
会
ヲ
構
成
ス
可
キ
議
員
ノ
半
数
ヲ
超
過
ス
ル
一
人
以
上
ノ
議
員
出
席
ス

ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
ハ
之
ヲ
開
ク
ヲ
得
ズ
ト
ア
リ
。
蓋
シ
此
法
律
二
拠
レ
バ
定
数
議

員
ヲ
謂
フ
モ
ノ
ニ
シ
テ
現
数
議
員
ヲ
指
ス
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
可
シ
。
然
ル
一
二

千
八
百
五
十
五
年
五
月
五
日
邑
会
ノ
法
律
ニ
ハ
現
数
議
員
ト
記
シ
タ
リ
。
右
敦

レ
カ
至
当
ニ
シ
テ
我
国
ノ
府
県
会
二
適
用
ス
ル
ヲ
得
ル
ヤ
」
と
い
う
問
議
に
対

し
て
、
一
八
七
一
年
仏
国
県
会
法
の
立
場
を
正
当
と
す
る
意
見
を
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。

　
　
区
ノ
選
挙
二
係
ル
議
員
辞
職
ノ
件
　
一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
年
）
五
月
十

　
　
　
日
　
参
事
院
十
行
罫
紙
二
枚

　
「
仏
国
ニ
テ
ハ
県
会
議
員
ハ
一
区
二
一
名
ヲ
選
挙
ス
レ
ド
モ
我
国
ノ
府
県
ハ

毎
郡
区
二
五
人
以
下
ヲ
撰
フ
ノ
制
ナ
リ
依
テ
一
区
ヨ
リ
撰
挙
シ
タ
ル
議
員
悉
皆

辞
職
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ト
キ
ハ
其
区
タ
ル
之
力
欠
員
ヲ
補
フ
迄
ハ
該
府
県
会
二
代

理
者
ヲ
有
セ
サ
ル
カ
如
シ
。
若
シ
果
シ
テ
然
リ
ト
セ
ハ
此
議
会
二
於
テ
議
決
シ

タ
ル
事
ハ
此
区
ノ
為
メ
無
効
二
属
ス
ル
ヤ
」
と
い
う
問
議
に
対
し
て
」
議
員
の

補
充
を
行
う
ま
で
は
、
議
会
の
開
会
を
中
止
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
を
述



べ
た
も
の
で
あ
る
σ

　
　
警
察
官
政
治
干
渉
二
関
ス
ル
答
議
　
一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
年
）
六
月
九

　
　
　
日
　
参
事
院
十
行
罫
紙
二
枚

　
「
警
察
使
及
巡
査
ハ
軍
人
ト
同
ジ
ク
政
党
ノ
事
二
干
渉
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ

ト
思
考
ス
。
貴
説
如
何
」
と
い
う
問
議
に
対
し
て
、
国
事
警
察
、
行
政
警
察
い

ず
れ
を
司
る
者
も
、
警
察
官
が
政
党
に
加
入
し
、
政
論
を
な
す
こ
と
は
不
可
で

あ
る
と
い
う
意
見
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
慶
慮
義
塾
大
学
図
書
館
に
も
、
次
の
稿
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
　
政
党
政
社
ノ
別
　
参
事
院
十
行
罫
紙
三
枚

　
大
森
鐘
一
旧
蔵
文
書
で
、
故
幸
田
成
友
博
士
の
蒐
集
書
で
あ
る
が
、
政
党
と

政
治
結
社
の
区
別
を
述
べ
た
簡
単
な
答
議
で
あ
る
。
年
月
日
の
記
載
は
な
い

が
、
大
森
が
議
官
補
兼
書
記
官
と
し
て
参
事
院
に
在
職
し
た
の
は
、
明
治
十
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

年
十
二
月
か
ら
十
六
年
十
二
月
ま
で
で
あ
る
か
ら
、
多
分
そ
の
間
の
答
議
で
あ

ろ
う
。

　
以
上
の
答
議
が
す
べ
て
参
事
院
罫
紙
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る

と
、
元
来
は
司
法
省
の
顧
問
で
あ
つ
た
彼
で
は
あ
る
が
．
参
事
院
か
ら
の
問
疑

に
も
回
答
を
寄
せ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
○

　
彼
の
在
日
中
の
著
作
は
、
私
の
知
る
限
り
に
お
い
て
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
ア
ッ
ペ
ー
ル
、
田
部
芳
訳

　
　
　
　
行
政
法
講
義
　
司
法
省
三
六
〇
字
原
稿
罫
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
八
枚

　
法
務
図
書
館
所
蔵
の
筆
写
本
で
、
何
年
の
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
「
五

　
　
　
司
法
省
御
雇
外
人
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
司
法
省
法
学
校
卒
業
式
演
説

月
十
七
日
、
二
十
二
回
講
義
」
か
ら
「
五
月
二
十
九
日
、
二
十
九
回
講
義
」

ま
で
、
日
附
と
講
義
回
数
は
明
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
フ
ラ
ソ
ス
法
律
史

（
一
八
三
〇
年
i
一
八
七
六
年
）
で
あ
る
。
行
政
法
講
義
序
論
の
部
分
の
断
片

と
思
わ
れ
る
。
田
部
は
司
法
省
法
学
校
正
則
科
第
二
期
生
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

が
同
校
正
則
科
に
お
け
る
講
義
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ぽ
、
明
治
十
四
年
か
ら
十

六
年
ま
で
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
田
部
は
後
ち
に
法
学
博
士
、
大
審
院
部
長

判
事
で
あ
る
。

　
　
仏
国
法
律
博
士
亜
辺
爾
氏
講
述

　
　
宇
川
盛
三
郎
口
訳
　
藤
根
富
弥
筆
記

　
　
　
　
理
財
学
講
義
　
明
治
十
七
年
五
月
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
随
時
書
房
　
全
一
四
一
頁

　
本
書
は
明
治
十
五
年
十
月
か
ら
十
六
年
二
月
ま
で
明
治
法
律
学
校
で
行
つ
た

九
回
分
の
講
義
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
宇
川
は
前
述
の
ご
と
く
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

ッ
ペ
ー
ル
の
通
訳
を
し
た
同
校
講
師
で
あ
る
が
、
藤
根
に
つ
い
て
は
、
私
は
知

る
と
こ
ろ
が
な
い
。

　
な
お
、
同
書
の
前
篇
と
も
み
ら
れ
る
「
経
済
学
講
義
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
十

四
年
二
月
か
ら
十
五
年
九
月
ま
で
四
十
九
回
に
わ
た
る
明
治
法
律
学
校
の
講
義

を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
関
教
授
が
前
掲
論
文
「
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
経

済
学
」
で
典
拠
と
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
で
あ
る
が
、
私
は
残
念
な
が
ら
そ
れ
を

み
る
機
会
を
え
な
い
。
関
教
授
に
よ
る
と
、
同
書
は
十
六
年
二
月
に
出
版
さ
れ

　
（
3
8
）

て
い
る
。
因
み
に
、
関
教
授
は
前
掲
十
七
年
出
版
の
「
理
財
学
講
義
」
に
つ
い

て
は
、
全
く
ふ
れ
て
お
ら
れ
な
い
。

　
　
加
太
邦
憲
、
藤
林
忠
良
編
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
　
　
（
二
三
一
）



　
　
　
司
法
省
御
雇
外
人
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
司
法
雀
法
学
校
卒
業
式
演
説

　
　
　
　
仏
和
法
律
字
彙
（
§
ぎ
馨
葺
Φ
号
雲
霞
馨
呂
Φ
母
。
詳
山
．
曾
8
。
量
g
＆
，

　
　
　
　
寓
聾
。
g
畠
．
毘
且
β
馨
蚕
菖
β
お
。
。
α
）
明
治
十
九
年
二
月
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
新
社
　
全
一
一
〇
頁

　
序
文
を
書
い
て
い
る
ア
ッ
ペ
ー
ル
が
、
編
集
の
中
心
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

の
加
太
の
回
顧
談
に
よ
つ
て
判
明
す
る
。

　
　
此
頃
（
明
治
十
五
年
末
ー
手
塚
註
）
ヨ
リ
教
師
ア
ッ
ペ
ー
ル
ヨ
リ
一
ノ
仏

　
和
法
律
字
彙
ヲ
編
輯
シ
タ
キ
ニ
付
、
諸
氏
（
予
及
助
教
ノ
四
名
ヲ
指
ス
）
学
校

　
退
出
ヨ
リ
毎
週
二
回
彼
の
寓
居
二
相
会
シ
、
共
二
取
調
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
承
諾

　
シ
呉
レ
間
敷
ヤ
ト
懇
談
ア
リ
タ
リ
。
我
等

一
同
夫
ハ
有
益
ノ
事
業
ナ
レ
ハ
ト

　
テ
乍
チ
進
ン
テ
承
諾
シ
、
速
二
小
石
川
小
日
向
三
軒
町
ナ
ル
彼
ノ
寓
居
二
就

　
テ
取
調
ヲ
開
始
シ
ケ
レ
ハ
、
凡
ソ
ニ
年
ニ
シ
テ
成
就
シ
、
印
刷
二
附
ス
ル
ニ

　
至
リ
タ
リ
（
絢
驕
点
）
。

　
加
太
は
い
う
ま
で
も
な
く
司
法
省
法
学
校
正
則
科
第
一
期
生
、
ア
ッ
ペ
ー
ル

来
朝
当
初
か
ら
司
法
属
と
し
て
法
学
校
に
勤
務
中
で
あ
り
、
と
く
に
十
五
年
十

二
月
以
降
、
司
法
権
少
書
記
官
と
し
て
第
七
局
副
長
、
書
記
局
学
務
課
長
を
歴

任
、
事
実
上
、
法
学
校
の
校
長
で
あ
つ
た
。
さ
ら
に
十
七
年
十
二
月
、
司
法
省

法
学
校
が
東
京
法
学
校
に
改
組
さ
れ
た
際
に
も
、
そ
の
校
長
心
得
（
正
式
の
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

長
な
し
）
で
あ
り
、
ア
ッ
ペ
ー
ル
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
つ
た
。
加
太
み
ず
か

ら
も
「
予
ハ
氏
（
ア
ッ
ペ
ー
ル
を
指
す
1
手
塚
註
）
ノ
教
師
ト
シ
テ
在
校
中
、

学
校
事
務
官
ト
シ
テ
氏
ト
共
二
校
務
二
努
力
シ
、
且
年
齢
均
シ
キ
カ
故
二
最
モ

　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

親
密
土
父
際
シ
云
々
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
ア
ッ
ペ
ー
ル
が
、
仏
和
法
律
辞

書
の
ご
と
き
著
作
を
志
し
た
場
合
、
ま
ず
加
太
の
助
力
を
仰
い
だ
の
は
当
然
で

あ
ろ
う
。
藤
林
は
加
太
と
同
窓
の
法
学
校
正
則
科
第
一
期
生
で
、
司
法
属
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
　
　
（
二
三
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姐
）

て
法
学
校
に
勤
務
し
、
外
人
教
師
の
通
訳
を
し
て
い
た
人
で
あ
る
。

　
　
仏
・
ジ
ェ
ー
・
ア
ッ
ペ
ー
ル
著

　
　
桜
井
一
久
訳

　
　
　
　
仏
国
商
社
法
要
義
　
法
律
雑
誌
抜
葦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
三
年
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
習
社
　
全
二
六
八
頁

　
法
律
雑
誌
第
七
二
二
号
（
明
治
二
十
二
年
二
月
十
三
日
）
以
降
、
数
十
回
に
わ

た
つ
て
連
載
し
た
も
の
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
訳
者
の
桜
井
は
司

法
省
法
学
校
正
則
科
第
二
期
生
で
、
明
治
二
十
一
年
か
ら
二
十
三
年
の
頃
、
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

戸
始
審
裁
判
所
判
事
で
あ
る
。

　
　
商
事
裁
判
所
　
東
京
法
学
校
雑
誌
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
連
載
（
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
一
年
二
月
i
五
月
）
。
訳
者
は
前
三
回
が
東
京
法
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

　
　
　
　
　
　
　
校
講
師
飯
田
宏
作
、
最
後
の
回
の
み
同
じ
く
吉
原
三
郎
。

　
そ
の
ほ
か
、
私
が
未
見
の
著
作
に
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
　
ア
ッ
ペ
ー
ル
君
述
　
城
数
馬
君
訳
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

　
　
　
　
仏
国
相
続
法
講
義
　
明
治
二
十
三
年
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
習
社

　
　
ρ
》
寒
Φ
登
国
甘
＆
国
ぎ
お
一
鼠
共
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

　
　
　
　
　
　
＞
ぎ
一
窪
『
碧
8
刊
年
不
明

　
ま
た
、
ボ
ー
ド
リ
・
ラ
カ
ン
チ
ヌ
リ
著
、
城
数
馬
訳
「
仏
国
証
拠
法
詳
解
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
々
）

（
明
治
二
十
一
年
刊
）
に
は
、
ア
ッ
ペ
ー
ル
が
序
文
を
書
い
て
い
る
が
、
私
は
そ

れ
も
ま
だ
み
る
機
会
を
え
な
い
。

　
　
　
　
　
○



　
明
治
二
十
二
年
一
月
．
彼
は
前
に
も
述
べ
だ
ご
と
く
東
京
帝
国
大
学
を
退

職
、
帰
国
し
た
。
東
京
法
学
校
雑
誌
第
二
言
叉
明
治
二
十
二
年
一
月
）
は
、
「
ア

　
　
　
（
4
8
）

ッ
ペ
ー
ル
氏
」
と
題
し
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
掲
げ
て
い
る
（
殉
騒
点
）
。

　
　
同
氏
は
明
治
十
二
年
十
一
月
、
司
法
省
の
招
聰
に
応
し
て
来
朝
せ
ら
れ
、

　
殆
ん
ど
五
年
間
、
同
省
法
学
校
生
徒
を
教
養
し
、
同
校
廃
止
の
後
は
、
法
科

　
大
学
教
師
と
な
ら
れ
し
が
、
昨
年
満
期
の
と
こ
ろ
、
帝
国
大
学
の
懇
請
に
よ

　
り
引
続
き
教
授
に
従
事
さ
れ
し
も
、
愈
々
本
月
二
十
七
日
横
浜
出
帆
の
仏
国

　
郵
船
に
塔
し
帰
国
の
途
に
就
か
る
』
よ
し
。
氏
が
我
邦
の
為
め
に
尽
力
さ
れ

　
た
る
は
、
独
り
公
務
に
止
ま
ら
ず
、
民
間
の
利
益
を
図
ら
れ
た
る
こ
と
亦
た

　
砂
な
か
ら
ず
。
特
に
公
務
の
余
暇
、
本
校
の
講
義
を
担
任
せ
ら
れ
、
且
り
本

　
誌
に
寄
稿
さ
る
x
等
そ
の
尽
力
少
な
か
ら
ざ
る
よ
り
、
金
地
に
春
秋
田
家
の

　
景
を
描
き
た
る
屏
風
一
双
を
寄
贈
し
た
り
。
尤
も
帰
国
の
後
も
尚
本
邦
の
為

　
め
に
尽
力
さ
る
～
由
な
り
。

　
さ
ら
に
、
同
月
二
十
六
日
・
時
事
新
報
も
「
当
時
帝
国
大
学
傭
な
る
仏
国
法

律
博
士
ア
ッ
ペ
ー
ル
氏
は
愈
明
二
十
七
日
帰
国
の
途
に
就
く
よ
し
な
り
」
と
報

じ
て
い
る
か
ら
丙
同
月
二
十
七
目
、
横
浜
を
出
帆
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ

（
4
9
～

う　
同
月
二
十
九
旧
・
東
京
日
日
新
聞
は
、
一
月
二
十
八
日
付
神
戸
電
報
と
し
て

「
京
都
、
大
阪
、
神
戸
等
の
裁
判
官
に
て
ア
ッ
ペ
；
ル
艮
の
教
授
を
受
け
た
る

も
の
は
、
本
日
、
諏
訪
山
常
盤
亭
に
て
送
別
会
を
開
く
」
と
報
じ
て
い
る
。
お

そ
ら
く
彼
の
乗
船
が
神
戸
に
寄
港
、
停
泊
し
た
た
め
、
関
西
在
勤
の
旧
司
法
省

法
学
校
出
身
者
が
彼
を
招
待
し
て
送
別
会
を
行
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
帰
国
後
の
ア
ッ
ペ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
織
田
萬
博
士
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て

　
　
　
　
司
法
省
御
雇
外
人
ア
ヅ
ペ
ガ
ル
む
司
法
省
法
学
校
卒
業
式
演
銚

　
　
　
（
聾

お
ら
れ
る
．

　
　
日
本
に
八
年
を
過
ご
し
て
（
正
確
に
は
九
年
数
ヵ
月
－
手
塚
註
V
．
本
国
に

　
お
け
る
地
位
を
作
る
機
会
を
失
は
れ
た
が
、
元
来
極
め
て
名
利
に
悟
淡
な
人

　
で
あ
つ
た
の
で
、
パ
リ
法
科
大
学
の
嘱
託
を
受
け
て
学
生
の
演
習
指
導
を
す

　
る
位
の
事
で
満
足
し
、
憐
永
く
法
制
史
雑
誌
の
編
集
担
任
を
引
受
け
て
ゐ
ら

　
れ
た
。

　
　
其
法
制
史
雑
誌
の
編
輯
に
従
事
さ
れ
た
の
は
古
代
法
の
研
究
に
趣
味
を
持

　
つ
て
ゐ
ら
れ
た
た
め
で
あ
つ
た
。
昨
年
（
昭
和
八
年
ー
手
塚
註
）
も
羅
馬
法

　
の
研
究
に
関
す
る
論
文
の
別
刷
を
贈
ら
れ
て
、
そ
の
頽
齢
に
も
拘
ら
ず
努
力

　
を
続
け
て
ゐ
ら
れ
る
の
に
驚
い
た
。
日
本
の
古
代
法
殊
に
親
族
法
に
関
心
を

　
有
し
、
羅
馬
法
と
の
比
較
研
究
を
し
て
見
た
い
と
常
に
言
つ
て
ゐ
ら
れ
た

　
が
、
材
料
を
得
る
に
困
難
で
あ
つ
た
の
で
、
宿
志
を
遂
げ
ず
に
し
ま
は
れ

　
た
。
我
が
五
人
組
制
度
の
研
究
に
関
し
て
は
数
篇
の
論
文
が
あ
つ
て
、
法
制

　
史
雑
誌
か
或
は
他
の
雑
誌
に
載
せ
ら
れ
あ
る
筈
で
あ
る
。

　
野
田
教
授
は
、
　
一
八
九
二
年
（
明
治
二
十
五
年
）
と
一
八
九
六
年
（
明
治
二
十

九
年
）
の
フ
ラ
ン
ス
法
史
学
雑
誌
（
乞
。
奪
亀
Φ
ぎ
霊
Φ
駐
ε
り
一
β
。
身
母
鼻

守
彗
ゆ
塁
9
ひ
嘗
導
駒
8
に
掲
載
さ
れ
た
彼
の
日
本
関
係
論
文
二
編
す
な
わ
ち

q
昌
8
留
鮎
碧
書
器
器
く
目
Φ
鴇
爵
と
国
器
巴
¢
葭
一
霧
陣
器
§
暮
一
。
諾

臼
碧
。
冨
ぎ
砿
留
一
．
導
さ
一
卿
一
．
導
0
8
留
ぎ
霞
①
曾
Φ
の
存
在
を
指
摘
さ
れ

　
（
5
1
）

て
い
る
．
前
者
は
養
老
、
大
宝
両
律
令
法
典
の
紹
介
、
後
者
は
律
令
時
代
諸
制

度
の
考
察
で
あ
ろ
う
。

　
大
正
十
五
年
、
当
時
、
国
際
司
法
裁
判
所
判
事
と
し
て
滞
欧
中
の
織
田
萬
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
52
）

士
の
発
意
で
、
謝
恩
の
た
め
ア
ッ
ィ
ー
ル
の
胸
像
製
作
の
話
が
も
ち
あ
が
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
　
　
（
二
三
三
）



　
　
　
司
法
省
御
雇
外
人
ア
ッ
・
ベ
ー
ル
の
司
法
省
法
学
校
卒
業
式
演
説

日
本
国
内
で
は
水
町
袈
裟
六
（
会
計
検
査
院
長
）
、
平
山
成
信
（
赤
十
字
病
院
長
）
．

松
室
致
（
法
政
大
学
長
）
、
富
谷
錐
太
郎
（
前
大
審
院
長
）
等
を
発
起
人
乏
し
て
計
画

　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

が
す
す
め
ら
れ
た
。
パ
リ
ー
の
彫
刻
家
ラ
ウ
ン
ド
ス
キ
ー
に
よ
つ
て
直
接
彼
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

モ
デ
ル
と
し
た
胸
像
が
作
ら
れ
．
東
京
へ
送
ら
れ
た
。
そ
し
て
翌
昭
和
二
年
十

月
一
日
、
司
法
省
構
内
に
お
い
て
法
曹
界
を
中
心
と
す
る
朝
野
の
名
士
多
数
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

加
し
て
盛
大
な
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
翌
二
日
・
時
事
新
報
は
「
ア
博
士
の
胸

像
、
大
審
院
に
建
つ
、
明
治
時
代
法
制
の
恩
人
、
昨
日
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
除
幕

式
」
と
い
う
見
出
し
で
、
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
（
殉
襯
点
）
。

　
　
一
日
、
午
後
三
時
頃
、
折
柄
秋
の
柔
か
い
日
差
し
の
下
に
、
大
審
院
正
面

　
入
口
右
側
で
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ア
ヅ
ペ
；
ル
博
士
の
胸
像
除
幕
式
が
行
は
れ

　
た
。
…
…
ア
ッ
ペ
ー
ル
博
士
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
と
共
に
、
明
治
法
律
制
度

　
の
改
善
、
法
学
生
の
指
導
に
、
功
績
を
残
し
た
人
で
あ
る
。
十
余
年
を
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
　
ま
ロ

　
に
送
つ
た
博
士
は
、
現
在
、
巴
里
郊
外
リ
ル
ボ
ン
ヌ
街
に
、
八
十
余
歳
の
余

　
生
を
寂
し
く
隠
棲
し
て
ゐ
る
。

　
こ
の
胸
像
は
、
今
次
大
戦
の
空
襲
で
破
壊
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
い
ま
は
残
っ

て
い
な
い
。

　
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）
三
月
二
十
八
日
、
ア
ッ
ペ
ー
ル
は
逝
去
、
享
年
八

　
　
　
　
　
（
56
）

十
四
歳
で
あ
つ
た
。

　
織
田
博
士
は
、
ア
ッ
ペ
ー
ル
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
功
績
を
比
較
し
て
、
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
57
）

よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
．

　
　
ボ
ァ
ソ
ナ
ー
ド
先
生
の
功
績
に
つ
い
て
今
更
喋
々
す
る
必
要
は
な
い
が
、

　
法
典
編
纂
が
国
家
の
大
事
業
で
あ
り
、
殊
に
条
約
改
正
と
相
関
聯
し
て
ゐ
た

　
事
情
か
ら
し
て
、
其
功
績
の
華
や
か
で
あ
つ
た
の
は
当
然
の
事
で
あ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
山
ハ
　
　
　
　
（
二
一
二
四
）
．

　
れ
に
反
し
て
学
校
の
教
育
は
元
来
地
味
な
仕
事
で
あ
り
、
直
接
関
係
者
以
外

　
に
は
風
馬
牛
の
感
あ
る
を
免
れ
な
い
の
で
、
よ
し
や
多
少
の
勲
労
が
あ
つ
て

　
も
、
一
般
に
は
知
ら
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
勲
労
も
歳
月
の
経
過
す
る

　
に
従
つ
て
と
か
く
忘
ら
れ
が
ち
に
な
り
易
い
。
さ
れ
ぱ
ア
ッ
ペ
ル
翁
は
ボ
ア

　
ソ
ナ
ー
ド
先
生
に
比
す
れ
ば
至
つ
て
割
の
わ
る
い
役
目
を
引
受
け
ら
れ
た
わ

　
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
考
へ
や
う
に
よ
つ
て
は
、
翁
の
勲
労
は
そ
の
内
容
に

　
お
い
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
先
生
に
勝
る
こ
と
は
固
よ
り
な
い
に
し
て
も
．
敢
て

　
劣
る
も
の
で
は
な
い
と
も
い
へ
よ
う
。
…
…
ア
ッ
ペ
ル
翁
は
新
日
本
の
各
方

　
面
、
殊
に
司
法
権
を
組
織
し
そ
の
運
用
を
掌
る
活
き
た
人
間
を
多
数
作
ら
れ

　
た
の
で
あ
つ
て
、
我
が
司
法
制
度
の
完
備
が
多
く
は
翁
の
門
下
生
の
力
に
頼

　
つ
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
力
は
翁
の
薫
陶
に
よ
つ
て
作
ら
れ
た
も
の
で

　
あ
り
、
従
つ
て
門
下
生
の
功
績
の
大
半
は
翁
に
帰
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
道
理
で
あ

　
る
。

　
宴
に
至
当
の
言
で
あ
る
。
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
目
本
に
お
け
る
事
績
は
、
今
後
、

さ
ら
に
広
く
且
つ
深
く
探
求
さ
る
べ
き
明
治
法
学
史
の
一
課
題
で
あ
ろ
う
。
本

稿
が
、
そ
の
さ
さ
や
か
な
一
助
と
な
る
な
ら
ば
、
私
と
し
て
は
望
外
の
幸
で
あ

る
。

（
1
）
　
私
の
知
る
限
り
で
は
、
明
治
堂
三
橋
猛
雄
氏
の
蒐
集
書
の
中
に
一
本
が
あ

　る。

し
か
し
、
こ
れ
は
、
三
橋
氏
の
「
家
蔵
・
明
治
前
期
思
想
史
文
献
目
録
・

草
稿
」
（
昭
和
三
十
四
年
刊
）
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
同
書
出
版
後
に
入

　
手
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）
　
拙
稿
「
司
法
省
法
学
校
小
史
（
2
）
ー
続
続
・
明
治
法
制
史
料
雑
纂

く
五
）
漏
・
本
誌
第
四
〇
巻
七
号
・
五
七
頁
以
下
。



（
3
）
　
大
日
本
文
明
協
峯
編
「
明
治
文
化
発
祥
記
念
誌
」
（
大
正
十
三
年
）
に
は
、

　
ア
ッ
ペ
ー
ル
に
つ
い
て
「
明
治
十
二
年
司
法
省
に
招
聰
せ
ら
れ
し
が
、
後
文
部

司
法
に
兼
任
す
る
に
至
つ
た
。
同
二
十
年
よ
り
二
十
二
年
迄
は
帝
国
大
学
法
科

　
大
学
仏
法
学
教
師
と
し
て
在
任
し
、
功
に
よ
つ
て
同
十
七
年
勲
四
等
に
叙
せ
ら

　
れ
た
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
（
三
四
頁
）
、
ま
た
、
重
久
篤
太
郎
、
天
野
敬
太

　
郎
編
「
明
治
文
化
関
係
欧
米
人
名
録
」
に
も
　
「
＞
b
冨
旨
Ω
8
夷
＄
　
一
八
五
〇

　
1
一
九
三
四
、
仏
、
一
八
七
九
ー
八
九
、
司
法
省
、
東
大
法
科
」
と
記
さ
れ
て

　
い
る
（
周
研
究
第
一
〇
巻
四
号
・
昭
和
十
二
年
・
五
四
九
頁
）
。

（
4
）
　
例
え
ば
「
法
政
大
学
三
十
年
史
」
（
明
治
四
十
二
年
）
・
三
九
頁
。
「
法
政

　
大
学
八
十
年
史
」
（
昭
和
三
十
六
年
）
・
一
五
頁
、
コ
三
頁
、
一
三
九
頁
。
「
明

　
治
大
学
史
」
（
明
治
三
十
四
年
）
・
二
三
頁
。
「
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
」
（
昭

　
和
七
年
）
上
巻
・
一
一
四
四
頁
等
。

（
5
）
　
井
上
正
一
「
仏
国
民
法
ノ
我
国
二
及
ボ
シ
タ
ル
影
響
」
・
「
仏
国
民
法
百
年

　
記
念
論
集
」
（
明
治
三
十
八
年
）
・
七
〇
頁
。
野
田
良
之
「
日
本
に
お
け
る
外
国

　
法
の
摂
取
・
フ
ラ
ン
ス
法
」
・
「
外
国
法
と
日
本
法
」
「
現
代
法
第
十
四
巻
」
（
昭

　
和
四
十
一
年
）
・
二
〇
四
頁
等
。
こ
の
中
、
野
田
教
授
の
労
作
に
は
、
ア
ッ
ペ
：

　
ル
関
係
の
あ
た
ら
し
い
資
料
も
織
り
込
ま
れ
て
お
り
、
彼
に
関
す
る
亭
や
ま
と

　
ま
つ
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。

（
6
）
　
田
部
芳
「
司
法
界
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
」
・
法
曹
会
々
報
第
二
一

号
・
昭
和
十
二
年
・
二
頁
。
「
加
太
邦
憲
自
歴
譜
」
（
昭
和
六
年
）
・
三
ご
鳳
頁

　
－
三
一
四
頁
等
。
な
お
「
吉
原
三
郎
追
懐
録
」
（
昭
和
十
二
年
）
に
は
、
ア

　
ッ
ペ
ー
ル
が
帰
国
後
、
吉
原
に
送
つ
た
書
簡
五
通
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
九
二

　
頁
－
九
五
頁
）
。
因
み
に
吉
原
は
司
法
省
法
学
校
正
則
秤
第
二
期
生
中
退
後
、

　
明
治
二
十
二
年
、
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
、
後
ち
の
東
洋
拓
殖
株
式
会
社
総
裁

　
で
あ
る
。

（
7
）
　
織
田
萬
「
我
が
司
法
界
の
恩
人
（
一
ー
六
）
」
．
昭
和
九
年
六
月
二
十
二

　
　
　
司
法
省
御
雇
外
人
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
司
法
省
法
学
校
卒
業
式
演
説

　
日
ー
二
十
七
日
・
東
京
朝
日
新
聞
。

（
8
）
　
関
未
代
策
「
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
経
済
学
」
・
政
経
論
叢
第
二
四
巻
三
号
（
昭

　
和
三
十
年
）
・
嚇
頁
以
下
。

（
9
）
　
織
田
・
前
掲
司
法
界
の
恩
人
（
六
）
・
昭
和
九
年
六
月
二
十
七
目
・
東
京

朝
日
新
聞
。

（
1
0
）
　
織
田
・
同
前
（
四
）
・
昭
和
九
年
六
月
二
十
五
日
・
東
京
朝
日
新
聞
。

（
1
1
）
　
日
本
外
交
文
書
第
十
八
巻
・
六
三
三
頁
。

（
1
2
）
　
拙
稿
・
前
掲
法
学
校
小
史
（
2
）
・
本
誌
第
四
〇
巻
七
号
・
七
五
頁
－
七

　
七
頁
。

（
1
3
）
　
磯
野
誠
一
「
司
法
省
法
学
校
の
素
描
ー
明
治
期
法
学
教
育
の
一
資
料
と

　
し
て
i
」
．
法
律
時
報
第
三
八
巻
五
号
・
昭
和
四
十
一
年
・
二
二
頁
ー
一

四
頁
。

（
1
4
）
野
田
・
前
掲
フ
ラ
ン
ス
法
・
現
代
法
第
十
四
巻
・
二
〇
二
頁
－
二
〇
四

　
頁
。
手
塚
太
郎
ノ
ー
ト
に
「
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
博
士
の
講
義
」
と
い
う
表
題
が
あ

　
る
と
す
れ
ば
、
後
ち
の
所
蔵
者
あ
る
い
は
古
書
店
が
、
誤
つ
て
附
し
た
名
称
か

も
知
れ
な
い
。

（
届
）
　
拙
稿
・
前
掲
法
学
校
小
史
（
2
）
・
本
誌
第
四
〇
巻
七
号
・
七
七
頁
・

（
1
6
）
　
前
掲
書
・
八
六
頁
。

（
誓
）
　
前
掲
書
・
九
六
頁
。

（
1
8
）
　
前
掲
外
交
文
書
第
十
八
巻
・
六
〇
六
頁
、
六
嚇
○
頁
。
す
で
に
本
文
で
述

　
べ
た
ご
と
く
、
最
初
の
契
約
で
は
、
、
十
四
年
十
一
月
で
期
限
が
切
れ
た
筈
で
あ

　
る
か
ら
、
こ
の
時
、
契
約
を
更
新
、
三
年
延
長
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
な
お
、
彼
ば
現
治
十
八
年
当
時
」
小
石
川
区
大
塚
町
六
四
に
居
住
し
て
い
る

　
（
明
治
十
八
年
一
月
「
司
法
省
分
課
誌
」
・
一
九
頁
）
。
し
か
し
、
別
本
で
は
大

　
塚
町
六
二
と
な
つ
て
い
る
（
弓
ぎ
噛
避
導
U
罵
①
9
S
ざ
一
㏄
o
o
9
冥
屋
co
●
）
。

（
19
）
（
2
0
）
　
拙
稿
・
前
掲
法
学
校
小
史
（
2
）
・
本
誌
第
四
〇
巻
七
号
・
九
七
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七

　
　
（
二
三
五
）



嗣
法
密
．
御
雇
外
人
ア
ッ
寒
．
ー
ル
め
司
法
省
法
学
棟
卒
業
戎
演
読

（
2
1
）
（
2
2
）

パ　　ハ　　　　　　パ　　パ

怨弩降怨怨法
政
大
学
創
立
三
十
年
を
記
念
し
て
、

政
大
学
ノ
講
師
及
学
生
二
贈
ル
、
書
」

ノ
講
義
ヲ
担
当
セ
シ
カ
如
シ
。

経
済
上
ノ
知
識
ハ
頗
ル
浅
薄
ナ
リ
シ
コ
ト
ヲ
自
白
ス
。

智
力
ト
ハ
甚
タ
強
大
ニ
シ
テ
以
テ
講
師
ゾ
足
ラ
サ
ル
所
ヲ
補
フ
ニ
足
レ
リ
。

之
、ナ

リ
シ
カ
、

想
ヲ
解
明
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
、

訳
二
追
従
ス
ル
コ
ト
ヲ
傷
室
レ
」
（
簾
点
）
（
前
掲
法
癸
学
三
＋
年
卑

二
頁
）
と
記
し
て
い
る
が
、
－
「
宇
川
氏
」
、
通
訳
の
経
済
学
は
、
後
ち
に
本
文
で

述
べ
る
ご
と
く
明
治
法
律
学
校
の
講
義
で
あ
つ
て
、
法
政
大
学
の
前
身
東
京
法

学
校
の
講
義
で
は
な
橋
帰
国
後
二
十
年
を
経
て
、
彼
の
記
憶
に
誤
り
を
生
じ

た
の
で
あ
ろ
5
。

（　　（　　（　　（　　（
31　30　29　28　27
）　　）　　）　　）　　）

　
　
前
掲
書
亀
九
八
頁
，

前
掲
法
政
大
学
八
十
年
史
・
三
五
七
頁
。

こ
の
広
告
は

「
法
律
雑
誌
」
第
一
六
四
号
（
明
治
十
四
年
四
月
五
日
）
以

数
号
に
わ
た
つ
て
揚
載
さ
れ
て
い
る
。

註
2
3
に
同
じ
。

前
掲
法
政
大
学
八
十
年
史
・
三
五
八
頁
。
な
お
、
明
治
四
十
二
年
．
彼
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
る
ば
る
同
大
学
に
寄
せ
た
昂
私
立
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ょ
る
と
「
予
ハ
数
年
間
民
法
及
経
済
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
ハ
多
少
法
律
ヲ
知
レ
リ
。
之
二
反
シ
テ
予
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
然
ル
ニ
学
生
ノ
熱
心
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加

，
予
魑
附
セ
ラ
レ
汐
ル
通
訳
ハ
実
二
驚
ク
ヘ
キ
通
訳
ナ
ザ
シ
。
蓋
ツ
宇
川
氏

　
　
　
渠
ハ
詩
的
ニ
シ
テ
形
容
二
富
メ
ル
辞
ヲ
以
テ
、
－
最
モ
晦
渋
ナ
ル
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
メ
ニ
予
モ
亦
渠
ノ
辞
ヲ
了
解
シ
～
殆
ト
其
和

東
京
法
学
校
雑
誌
第
一
号
（
明
治
二
十
一
年
一
月
二
十
日
）
・
四
七
頁
。

前
掲
法
政
大
学
八
十
年
史
・
一
六
一
頁
i
一
六
三
頁
。

前
掲
法
政
大
学
三
十
年
史
・
三
九
頁
。

前
掲
法
政
大
学
八
十
年
史
・
一
六
四
頁
ー
一
六
五
頁
。

前
掲
明
治
大
学
史
に
よ
る
と
「
十
二
月
に
至
り
（
十
四
年
－
手
塚
註
）

－
仏
国
法
学
博
士
ア
ッ
ペ
ー
ル
及
宇
川
盛
三
郎
…
－
を
聰
し
て
講
師
と
為
し

ア
氏
は
経
済
学
セ
講
じ
、
宇
川
氏
は
ア
氏
の
為
に
通
訳
の
任
に
当
れ
ウ
」

噌
○
八

（
一
＝
繍
工
ハ
）

　
（
二
三
頁
）
と
述
べ
で
い
る
が
、
関
教
授
は
、
後
ち
に
本
文
で
述
べ
る
講
義
録

　
の
最
初
の
日
阻
か
ら
し
て
、
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
開
講
は
十
四
年
二
月
十
一
日
で
あ

　
つ
た
と
み
て
お
ら
れ
る
（
前
掲
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
経
済
学
・
政
経
論
叢
第
二
四
巻

　
三
号
一
五
頁
）
。
・
こ
の
方
が
正
確
で
あ
ろ
う
。
最
近
の
文
献
で
は
、
中
村
雄
二

郎
教
授
は
関
教
授
の
見
解
に
従
つ
て
お
ら
れ
る
が
（
「
草
創
期
に
お
け
る
明
治

　
法
律
学
校
ー
創
立
の
意
味
と
そ
の
役
割
1
」
・
「
明
治
法
律
学
校
に
お
け

　
る
法
学
と
法
学
教
育
」
法
律
論
叢
別
冊
・
昭
和
四
十
一
年
・
三
六
頁
）
、
松
岡

　
三
郎
教
授
は
関
教
授
の
所
見
を
見
落
さ
れ
た
ら
し
く
、
十
四
年
十
二
月
説
を
述

　
べ
て
お
ら
れ
る
（
「
明
治
法
律
学
校
の
背
景
、
そ
の
学
風
と
法
学
教
育
ヒ
前
掲

　書・

一
二
五
頁
）
。

（
32
）
　
「
東
洋
自
由
新
聞
」
（
東
大
出
版
会
覆
刻
版
・
昭
和
三
十
九
年
）
・
五
四
頁
。

（
3
3
）
　
前
掲
明
治
大
学
史
げ
二
五
頁
r
二
六
頁
。

（
3
4
）
　
明
治
十
八
年
三
月
「
明
治
法
律
学
校
規
則
」
・
二
〇
頁
i
二
一
頁
。
経

　
済
学
は
乗
竹
孝
太
郎
が
担
当
し
て
お
り
、
ア
ッ
ペ
！
ル
で
は
な
い
。

（
3
5
）
　
国
学
院
大
学
図
書
館
編
「
梧
陰
文
庫
目
録
」
（
昭
和
三
十
八
年
）
・
二
二
七

　
頁
、
二
五
八
頁
。

（
3
6
）

池
田
宏
「
大
森
鐘
一
」
（
昭
和
五
年
）
・
二
五
四
頁
ー
二
五
六
頁
．

（
3
7
）
　
宇
川
は
、
明
治
二
十
二
年
五
月
「
日
本
紳
士
録
」
に
よ
る
と
、
東
京
専
門

　
学
校
講
師
で
あ
る
（
三
五
五
頁
）
。
同
十
九
年
に
同
校
に
入
学
し
た
坪
谷
善
四
郎

　
の
回
顧
談
に
は
「
仏
国
帰
り
の
宇
川
盛
三
郎
君
よ
り
は
行
政
法
と
会
計
法
の
講

義
を
聞
ぎ
云
々
」
（
「
早
稲
田
大
学
開
校
紀
念
録
」
・
明
治
三
十
六
年
・
三
四
〇

　
頁
）
と
あ
る
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
帰
り
の
人
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
く

　
わ
し
い
経
歴
を
、
私
は
ま
だ
確
め
え
な
い
。
大
方
の
御
教
示
を
え
た
い
。

（
3
8
）
関
・
前
掲
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
経
済
学
－
政
経
論
叢
第
二
四
巻
三
号
・
一
頁
。

（
3
9
）
　
前
掲
加
太
自
歴
譜
・
一
一
六
頁
。

（
4
0
）
　
拙
稿
・
前
掲
法
学
校
小
史
（
2
）
・
本
誌
第
四
〇
巻
七
号
・
八
二
頁
、
八
六



頁
、
九
五
頁
。

（
4
1
）
，
前
掲
加
太
自
歴
譜
．
三
二
二
頁
。

（
42
）
『
拙
稿
・
前
掲
法
学
校
小
史
（
3
）
・
本
誌
第
四
〇
巻
一
一
，
一
，
号
・
六
一
頁
沸
七

　
七
頁
。
藤
林
は
明
治
十
七
年
十
月
．
「
官
員
録
」
懇
億
司
法
一
等
属
で
あ
る
が

　
（
一
九
二
枚
表
）
、
同
十
八
年
十
一
月
町
官
員
録
」
で
は
東
京
始
審
裁
判
所
判
事

　
と
な
、
つ
て
い
る
（
二
二
二
枚
表
）
。
後
ち
の
大
阪
控
訴
院
判
事
で
あ
る
。

（
姶
y
明
治
二
十
一
年
四
月
「
官
員
録
」
甲
・
＝
一
六
枚
表
。
明
治
二
十
三
年
十

　
一
月
「
官
員
録
」
甲
・
ご
一
三
枚
表
。
桜
井
は
後
ち
に
弁
護
士
、
兵
庫
県
選
出

代
議
士
で
あ
る
．

（
興
）
　
飯
田
は
司
法
省
法
学
校
正
則
科
第
二
期
生
、
明
治
二
十
一
年
当
時
、
東
京

　
姶
審
裁
判
所
検
事
で
あ
つ
た
（
明
治
二
十
一
年
四
月
「
官
員
録
」
甲
・
一
一
七

　
枚
表
）
。
後
ち
の
弁
護
士
で
あ
る
。
吉
原
は
当
時
、
帝
国
大
学
の
学
生
で
あ
つ

　
た
が
、
傍
ら
東
京
法
学
校
の
講
師
兼
学
監
で
あ
つ
た
（
前
掲
法
政
大
学
八
十
年

　
史
頴
一
五
一
頁
）
。
な
お
、
吉
原
に
つ
い
て
は
、
註
β
・
参
照
。

（
4
5
）
、
当
時
の
雑
誌
所
載
新
刊
広
告
に
よ
る
（
例
え
ば
法
律
雑
誌
第
八
〇
四
号
・

　
町
治
二
十
三
年
四
月
八
日
）
。
城
数
馬
は
司
法
省
法
学
校
正
則
科
第
三
期
生
、
明

　
治
二
十
一
年
帝
国
大
学
卒
業
。
二
十
三
年
当
時
、
司
法
省
参
事
官
で

あ
つ
た

　
（
明
治
二
十
三
年
十
一
月
「
官
員
鎌
」
甲
・
一
〇
七
枚
表
）
。
後
ち
の
朝
鮮
覆
審

　
法
院
長
で
あ
る
。

（
妬
）
鵯
織
田
博
士
が
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
「
日
本
在
住
中
に
木
下
広
次
先
生
と
の
共
著

　
で
刊
行
さ
れ
た
ア
ン
シ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ポ
ン
と
題
す
る
小
冊
子
が
お
る
」
と
述
べ

　
て
お
ら
れ
る
（
前
掲
司
法
界
の
恩
人
（
五
）
・
昭
和
九
年
六
月
二
十
六
日
・
東
京

　
朝
日
新
聞
）
。
木
下
広
次
は
司
法
省
法
学
校
正
則
科
第
一
期
生
で
後
ち
の
京
都
帝

　
国
大
学
総
長
で
あ
る
。

（
4
7
）
、
当
時
の
雑
誌
所
載
新
刊
広
告
に
よ
る
、
（
例
え
ぽ
法
律
雑
誌
第
六
七
主
号
・

　
賜
治
二
十
一
年
六
月
三
田
旨

　
　
　
司
法
省
御
雇
外
人
ア
ッ
岐
、
P
ル
の
司
法
省
法
学
校
卒
業
式
演
税

（
4
8
）
　
東
京
法
学
校
雑
誌
第
一
三
号
（
明
治
二
十
二
年
↓
月
二
十
日
Y
四
五
頁
．

（
4
9
）
　
こ
の
時
、
勲
三
等
を
贈
ら
れ
た
と
い
う
説
も
あ
る
が
（
前
掲
加
太
自
歴
譜
・

　
三
二
二
頁
）
、
、
こ
れ
は
誤
報
で
あ
ξ
φ

（
5
0
）
　
織
佃
、
前
掲
司
法
界
の
恩
人
（
五
）
・
昭
和
九
年
六
月
二
十
六
日
・
東
京
朝

　
目
新
聞
。

（
5
1
）
　
野
田
・
前
掲
ア
ラ
γ
ス
法
・
現
代
法
第
一
四
巻
・
二
〇
四
頁
、
二
〇
七
頁
。

（
5
2
）
　
註
9
に
同
じ
。

（
5
3
）
　
法
律
新
聞
第
二
六
二
九
号
（
大
正
十
五
年
十
二
月
二
十
三
日
）
・
三
頁
1

、
四
頁
．

（
54
）
　
註
9
に
同
P
。

（
5
5
）
　
法
律
新
聞
第
二
七
四
五
号
（
昭
和
二
年
十
月
十
三
日
）
・
一
八
頁
1
⊥

　
九
頁
。

（
5
6
）
　
織
田
・
前
掲
司
法
界
の
恩
人
（
一
）
・
昭
和
九
年
六
月
二
十
二
日
・
東
京
朝

　
日
新
聞
。

（
57
y
註
5
0
に
同
じ
。

　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

前
註
（
1
）
　
原
文
に
は
句
読
点
が
な
い
あ
で
、
手
塚
が
附
し
た
。

（
2
）

現
在
普
通
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
字
体
は
改
め
た
。
併
を
ト
キ
、
■
を
コ

　
ト
、
ノ
を
シ
テ
の
類
で
あ
る
。

（
3
）
濁
点
の
有
無
お
よ
び
傍
点
は
、
す
べ
て
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
　
司
法
省
法
学
成
業
証
授
与
場
教
師
演
説

余
ノ
親
友
ヨ
。
数
日
以
前
、
余
力
諸
君
二
簡
単
ナ
ル
訣
別
ノ
演
説
ヲ
為
シ

身
ル
ト
ギ
ハ
、
、
実
二
最
終
ノ
思
ヲ
ナ
シ
タ
乳
蓋
シ
諸
君
モ
亦
同
感
ナ
リ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
　
　
（
一
，
一
三
七
）



　
　
　
司
法
省
御
雇
外
人
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
司
法
省
法
学
校
卒
業
式
演
説

ナ
ラ
ン
。
而
ル
ニ
即
日
、
校
長
余
二
報
ス
ル
ニ
、
学
位
授
与
ノ
典
ヲ
挙
行
セ

ラ
ル
可
キ
コ
ト
ヲ
以
テ
シ
、
且
式
場
二
於
テ
一
席
の
演
説
ヲ
為
ス
ベ
キ
コ
ト

ヲ
命
セ
ラ
ル
。
余
二
於
テ
意
外
ノ
幸
栄
ト
云
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
。

　
余
ハ
最
後
ズ
教
師
タ
リ
。
且
他
ノ
教
師
諸
氏
ハ
、
本
日
避
ケ
難
キ
事
故
ニ

ハ
ま
ま
ピ固
リ
出
場
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
諸
氏
二
代
リ
、
諸
君
ノ
卒
業
ヲ
祝
シ
及
ヒ
諸
氏

力
将
来
諸
君
二
希
望
ス
ル
所
ノ
事
ヲ
吐
露
ス
ル
ノ
栄
二
当
レ
リ
．
余
モ
亦
此

機
会
ヲ
幸
ヒ
ト
シ
、
尚
諸
君
二
呈
ス
ル
ニ
数
言
ノ
説
諭
ヲ
以
テ
セ
ン
ト
ス
。

乞
フ
、
暫
ク
忍
テ
之
ヲ
聴
ケ
。

　
余
ハ
、
先
ッ
諸
君
ノ
教
師
タ
ル
貴
重
ノ
任
ヲ
附
与
セ
ラ
レ
タ
ル
大
木
公
閣

下
及
ヒ
余
ヲ
シ
テ
其
任
ヲ
継
続
セ
シ
メ
ラ
レ
タ
ル
田
中
公
、
山
田
公
両
閣
下

ノ
鴻
恩
ヲ
拝
謝
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ス
。
諸
公
力
、
諸
君
ノ
学
術
進
歩
ヲ
熱
望
セ

ラ
ル
・
ノ
甚
キ
、
殊
二
現
任
司
法
卿
閣
下
力
本
日
其
赫
々
タ
ル
証
標
ヲ
示
サ

レ
タ
ル
カ
如
キ
、
大
二
余
ノ
勉
強
心
ヲ
奨
励
シ
タ
リ
。
又
タ
博
学
ナ
ル
同
僚

諸
氏
、
乃
チ
余
ト
同
時
或
ヒ
ハ
余
二
先
チ
デ
諸
君
ノ
教
育
二
従
事
シ
タ
ル
日

本
及
ヒ
仏
蘭
西
ノ
教
師
諸
氏
“
一
対
シ
テ
、
一
言
ノ
謝
辞
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

特
二
、
余
ハ
諸
君
ノ
為
二
晩
年
ヲ
犠
牲
ニ
シ
タ
ル
「
ド
ク
ト
ー
ル
」
ム
リ
ヱ

氏
ノ
記
念
二
向
テ
、
敬
礼
ヲ
尽
サ
・
ル
ヲ
得
ス
。
氏
ハ
学
識
ノ
博
沿
ナ
ル

ト
、
精
神
ノ
不
轟
活
溌
ナ
ル
ト
ヲ
以
テ
、
能
ク
諸
君
ノ
智
力
ヲ
発
達
セ
シ

メ
、
後
日
、
本
科
二
入
ル
ノ
階
梯
ヲ
完
成
セ
シ
メ
タ
リ
。
其
功
労
ノ
大
ヒ
ナ

ル
、
感
謝
ス
ル
ニ
余
リ
ア
リ
。
又
学
校
官
員
諸
君
力
、
平
生
懇
切
ニ
シ
テ
、

余
ヲ
補
助
セ
ラ
レ
及
ヒ
困
難
ノ
職
務
二
在
テ
、
巧
二
規
律
ヲ
維
持
セ
ラ
レ
タ

ル
ハ
、
余
ノ
諸
君
ト
共
二
深
ク
謝
ス
ル
所
ナ
リ
。

　
是
ヨ
リ
諸
君
ノ
上
二
付
述
ヘ
ン
ト
ス
．
諸
君
ハ
諸
君
力
公
務
二
必
要
ナ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
　
　
（
二
三
八
）

知
識
ヲ
具
備
ス
ル
ヲ
公
証
ス
ル
所
ノ
学
位
ヲ
収
受
セ
リ
。
是
レ
偏
ヘ
ニ
諸
君

力
、
夙
夜
．
学
事
二
勉
強
セ
シ
功
労
ノ
効
ス
所
ナ
リ
。
凡
ソ
、
師
ノ
学
生
二

於
ケ
ル
ヤ
、
勉
強
ヲ
勧
ル
ヲ
以
テ
常
ト
ス
。
余
ノ
諸
君
二
於
ケ
ル
ヤ
．
却
テ

勉
強
ノ
過
劇
ナ
ル
ヲ
戒
メ
タ
リ
。
諸
君
力
平
生
、
修
学
二
努
力
セ
シ
ハ
、
推

テ
知
ル
可
シ
、
余
ハ
本
日
公
衆
ノ
前
二
於
テ
之
ヲ
歎
賞
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
。

　
然
リ
ト
難
ト
モ
、
此
学
位
ハ
未
タ
世
人
二
対
シ
、

余
、
諸
君
及
ヒ
其
他
既

二
諸
君
ヲ
知
リ
タ
ル
者
力
置
ク
所
ノ
信
用
ヲ
得
ス
。
何
ト
ナ
レ
ハ
、
世
人
未

タ
此
学
位
ハ
如
何
ナ
ル
学
力
ト
、
如
何
ナ
ル
知
識
ト
ヲ
代
表
ス
ル
者
ナ
ル

ヤ
ヲ
知
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
臥
教
師
及
ヒ
校
長
力
為
シ
タ
ル
確
認
真
証
ハ
、
諸
君

ヲ
保
庇
ス
ル
ニ
出
テ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
、
疑
フ
者
ア
ル
ヲ
免
レ
サ
レ
ハ
ナ

リ
。
諸
君
力
得
タ
ル
栄
称
ノ
品
位
ヲ
定
ム
ル
者
ハ
、
諸
君
ナ
リ
。
之
ヲ
世
人

二
示
ス
者
モ
、
亦
諸
君
ナ
リ
。
将
来
法
学
校
二
於
テ
成
業
ス
ル
者
ハ
、
人
皆

之
ヲ
諸
君
二
比
ス
可
ク
、
又
其
受
ク
ル
所
ノ
学
位
ハ
、
諸
君
力
．
与
フ
ル
所
ノ

品
位
ヲ
有
ッ
可
シ
。

　
諸
君
ハ
、
諸
君
中
ノ
ニ
三
子
力
、
学
位
ヲ
受
ル
能
ハ
サ
リ
シ
所
以
ヲ
、
覚

知
セ
シ
ナ
ラ
ン
。
余
モ
亦
心
二
不
快
ヲ
感
セ
サ
ル
ニ
非
ラ
ス
。
然
ト
モ
学
位

ヲ
濫
与
ス
ル
ト
キ
ハ
、
其
品
位
ヲ
落
シ
、
当
校
ノ
名
誉
ヲ
害
ス
ル
ヲ
奈
何
セ

ン
。　

右
ノ
ニ
三
子
ハ
、
学
位
ヲ
得
ス
ト
盤
ト
モ
、
修
業
ノ
完
全
ナ
ル
ヲ
証
明
シ

タ
ル
卒
業
証
書
ヲ
受
得
セ
リ
。
此
証
書
亦
自
ラ
貴
重
ス
可
キ
品
位
ノ
在
ル
ア

リ
。
今
日
、
諸
君
力
斯
ノ
如
ク
少
数
二
減
シ
タ
ル
ハ
、
校
則
二
因
リ
、
屡
次

勉
強
ノ
足
ラ
サ
ル
者
ト
、
身
体
ノ
壮
健
ナ
ラ
サ
ル
者
ト
ヲ
、
除
去
セ
シ
一
二
因

ル
ニ
ア
ラ
ス
ヤ
。
又
法
学
校
二
於
テ
諸
君
ヲ
入
学
セ
シ
メ
タ
ル
ヤ
、
身
体
ノ



最
モ
強
壮
ニ
シ
テ
、
最
モ
忍
耐
力
二
富
ミ
．
且
ツ
尤
モ
識
力
ア
ル
者
ヲ
撰
抜

シ
タ
ル
ニ
ア
ラ
ス
ヤ
。
余
ハ
公
衆
力
此
事
ヲ
熟
知
セ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス
。
之

ヲ
要
ス
ル
ニ
、
諸
君
ハ
学
位
ノ
有
無
二
拘
ラ
ス
、
司
法
省
法
学
校
生
徒
ノ
名

義
ノ
ミ
ヲ
以
テ
、
已
二
甚
タ
貴
重
ナ
ル
得
業
証
状
ヲ
得
タ
ル
老
ト
云
テ
可
ナ

リ
。　
余
ハ
、
卒
業
証
書
ノ
ミ
ヲ
得
タ
ル
諸
君
力
、
落
胆
セ
サ
ル
コ
ト
ヲ
希
望

ス
。
此
諸
君
ト
難
ト
モ
猶
ソ
ノ
勉
強
二
因
テ
、
其
已
テ
ニ
得
タ
ル
所
ノ
知
識

ヲ
完
全
ナ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
。

　
諸
君
ハ
、
学
位
ヲ
得
タ
ル
ト
否
ラ
サ
ル
ト
ヲ
論
セ
ス
、
皆
将
二
職
ヲ
裁
判

所
及
ヒ
行
政
官
衙
二
奉
ス
ル
ナ
ラ
ン
。
且
ッ
余
力
報
告
ニ
シ
テ
其
当
ヲ
得

ハ
、
余
力
同
国
人
ニ
シ
テ
高
名
ナ
ル
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
君
力
伝
訳
員
ト
ナ
リ
、

将
来
日
本
帝
国
ノ
法
律
ト
ナ
ル
ベ
キ
民
法
原
理
ノ
講
義
ヲ
助
ク
ル
者
ア
ラ

ン
。　
然
リ
而
シ
テ
、
諸
君
力
奉
ス
ル
所
ノ
職
二
関
シ
、
其
当
二
尽
ス
ベ
キ
ノ
本

務
如
何
二
至
ッ
テ
ハ
、
余
力
得
テ
指
教
ス
可
キ
所
二
非
ラ
ス
。
先
進
ノ
士
ア

リ
．
其
威
権
ト
、
ソ
ノ
曽
テ
経
歴
シ
タ
ル
所
ノ
実
験
ト
ヲ
以
テ
、
諸
君
ノ
為

二
欠
ク
ベ
カ
ラ
サ
ル
注
意
ヲ
為
シ
、
又
善
ク
実
例
ヲ
挙
テ
諸
君
ヲ
講
ユ
ル
ア

ラ
ン
．
諸
君
ハ
其
傍
二
在
リ
テ
、
与
二
事
ヲ
行
フ
ユ
方
ラ
ハ
、
則
チ
嚢
中
ノ

学
問
ハ
、
未
タ
実
際
二
当
ル
ニ
充
分
ナ
リ
ト
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
。
世
ノ
明
判
官

タ
リ
、
若
ク
ハ
善
良
ナ
ル
行
政
宮
ト
ナ
ラ
ン
ト
欲
セ
ハ
、
尚
ホ
細
密
精
確
ナ

ル
判
断
力
ト
、
性
命
ヲ
都
チ
、
以
テ
公
事
二
供
ス
ル
ノ
赤
心
ト
ヲ
要
ス
ル
ノ

真
理
ヲ
覚
知
ス
ル
ナ
ル
可
シ
。
然
リ
ト
難
ト
モ
、
彼
ノ
実
際
ノ
業
務
二
関

シ
、
諸
君
ヲ
訓
講
ス
ル
者
ハ
、
一
世
ノ
良
師
ナ
ル
経
験
ト
、
上
官
其
人
ノ
在

　
　
司
法
省
御
雇
外
人
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
司
法
省
法
学
校
卒
業
式
演
説

ル
ア
リ
．
復
タ
余
力
言
ヲ
侯
タ
サ
ル
ナ
リ
。
故
二
余
ハ
、
他
ノ
点
二
付
キ
、

聯
力
諸
君
ノ
注
意
ヲ
喚
起
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
リ
。

　
凡
ソ
、
人
自
ラ
処
ル
所
ノ
事
ヲ
以
テ
、
緊
要
的
視
ス
ル
、
其
実
二
過
ク
ル

ハ
薄
弱
ナ
ル
人
性
ノ
免
レ
サ
ル
所
ナ
リ
。
而
レ
ト
モ
為
二
高
上
ナ
ル
思
想
ヲ

養
生
シ
、
又
ハ
大
事
業
ヲ
実
行
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
希
望
ヲ
奨
励
ス
ル
ニ
於
テ
ハ

可
ナ
リ
。
兎
二
角
、
諸
君
力
今
日
処
ル
所
ノ
地
位
ト
、
其
将
二
従
事
ス
可
キ

務
二
至
ツ
テ
ハ
建
二
非
常
ノ
モ
ノ
ト
見
傲
サ
・
ル
ヲ
得
サ
ル
ナ
リ
。

　
夫
レ
、
貴
国
力
翻
然
旧
慣
ヲ
脱
シ
、
創
メ
テ
欧
洲
ノ
文
明
ト
餅
馳
セ
ン
ト

ス
ル
方
向
ヲ
定
メ
テ
ヨ
リ
、
僅
二
十
有
七
年
大
勢
一
変
其
進
歩
ノ
迅
速
ナ
ル

識
者
ノ
驚
ク
所
ニ
シ
テ
、
或
ハ
為
二
矯
二
之
ヲ
憂
フ
ル
者
ア
ル
ニ
至
ル
ト
云

フ
モ
敢
テ
過
言
二
非
ル
ナ
リ
。
而
シ
テ
其
変
遷
ノ
状
体
ト
結
果
ノ
如
何
ヲ
弁

折
ス
ル
ニ
至
リ
テ
ハ
、
世
自
ラ
其
人
ア
リ
。
余
力
喋
々
ヲ
須
ス
ト
難
ト
モ
世

運
ノ
変
遷
ハ
、
目
下
吾
人
ノ
実
見
ス
ル
所
ニ
シ
テ
、
復
タ
却
歩
ス
ル
ヲ
得
サ

ル
ト
何
レ
ノ
．
場
合
ヲ
論
セ
ス
、
既
成
ノ
勢
二
拠
リ
事
ヲ
処
ス
ル
ノ
得
テ
免
レ

サ
ル
ト
ハ
、
余
ノ
断
シ
テ
疑
ハ
サ
ル
所
ナ
リ
。
故
二
余
ハ
此
変
遷
二
際
会
ス

ル
諸
君
力
本
務
ノ
如
何
ヲ
論
セ
ン
ト
ス
。

　
諸
君
ヨ
、
諸
君
ハ
藥
シ
テ
世
ノ
壮
年
子
弟
力
有
セ
サ
ル
所
ノ
ニ
個
ノ
便
益

ヲ
特
有
セ
リ
。

　
諸
君
ノ
学
科
ハ
、
法
律
及
ヒ
経
済
ノ
全
科
二
渉
レ
リ
。
加
之
ス
、
諸
君
ハ

皆
ナ
善
ク
仏
蘭
西
語
二
通
ス
ル
ヲ
以
テ
、
常
二
判
決
録
及
ヒ
其
他
ノ
諸
書
二

渉
猟
ス
ル
ヲ
得
可
シ
。
諸
君
力
特
有
ス
ル
ニ
益
ト
ハ
、
即
チ
是
ナ
リ
．
夫
レ
、

富
貴
ナ
レ
バ
必
ラ
ス
富
貴
ノ
責
任
ア
リ
、
特
権
ア
レ
バ
必
ラ
ス
之
二
対
ス
ル

ノ
義
務
ア
リ
．
諸
君
ハ
各
其
知
識
ヲ
研
ク
ニ
於
テ
、
他
人
ノ
有
セ
ザ
ル
利
益
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
一
　
　
　
（
二
三
九
）



　
　
司
法
省
御
雇
外
人
ア
ッ
ペ
丁
ル
＠
司
法
省
法
学
校
卒
業
式
演
説

チ
知
識
上
二
於
テ
少
シ
ク
特
権
ヲ
有
．
ス
ル
者
ト
云
フ
可
ク
．
・
且
諸
君
ハ
国
恩

二
浴
ス
ル
既
二
大
ナ
リ
汐
縦
，
ヒ
諸
君
ニ
シ
デ
愛
国
ノ
心
二
乏
シ
ト
仮
碧
ス
ル
．

モ
、
焉
ゾ
粉
骨
以
テ
国
恩
二
報
セ
ザ
ル
可
ケ
ン
ヤ
。

　
諸
君
請
フ
、
法
律
学
二
仏
蘭
西
語
学
二
資
テ
以
テ
コ
ノ
国
ふ
欧
洲
諸
国
ト

ノ
関
係
ヲ
シ
テ
益
ス
親
密
ナ
ラ
ジ
憐
ル
コ
墨
ヲ
勉
メ
翌
。
憶
諸
君
、
余
ハ
言

ヲ
掩
ハ
ス
。
余
パ
実
二
諸
君
力
各
其
職
務
ノ
外
ご
於
テ
更
二
至
大
ノ
労
ヲ
執

ラ
ン
コ
ト
ヲ
調
異
フ
者
ナ
リ
。

然
リ
ト
錐
ト
モ
余
ハ
決
シ
テ
諸
君
二
向
テ
、
再
ヒ
其
全
学
科
ヲ
講
習
セ
ン

コ
ト
ヲ
勧
ム
ル
者
二
非
ザ
ル
ナ
リ
。
然
ラ
ハ
則
チ
諸
君
ハ
将
二
何
ヲ
カ
勉
ム

可
キ
、
日
ク
諸
君
向
来
学
ハ
ン
干
欲
ス
ル
事
ア
レ
ハ
、
必
ラ
ス
之
レ
ヲ
実
二
施

ス
ノ
目
的
ヲ
定
メ
、
而
シ
テ
後
二
学
フ
可
シ
。
但
シ
余
ハ
之
レ
ヲ
諸
君
ノ
最

モ
勉
強
ナ
ル
者
二
告
ク
ル
ナ
リ
。
余
嘗
テ
仏
蘭
西
二
在
リ
シ
時
、
屡
々
人
ノ

学
二
耽
リ
、
徒
二
探
求
ヲ
以
テ
快
楽
ト
シ
、
，
昼
ハ
校
舎
二
来
往
シ
夜
ハ
書
斎

二
閉
居
ス
ル
ヲ
見
テ
、
常
二
之
レ
ヲ
憾
メ
リ
。
斯
ノ
如
ク
ス
ル
者
ハ
徒
労
シ

テ
世
二
益
ナ
キ
ナ
リ
。
夫
レ
事
物
各
時
期
至
リ
テ
成
ル
。
本
校
ノ
諸
君
二
希

望
セ
シ
所
ノ
モ
ノ
ニ
件
ア
リ
タ
リ
。
即
チ
諸
君
ノ
知
識
ヲ
練
磨
ス
ル
事
及
ヒ

諸
君
ヲ
シ
テ
、
各
其
職
二
耐
ユ
ル
ノ
学
識
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
事
是
ナ
リ
。
今
ヤ

余
ハ
此
二
件
両
ナ
ガ
ラ
已
二
達
シ
タ
リ
ト
信
ス
。
学
位
ノ
授
与
ア
リ
テ
之
ヲ

証
ス
レ
ハ
ナ
リ
。

　
然
リ
而
ツ
テ
、
余
ハ
今
更
二
諸
君
二
望
ム
所
ノ
モ
ノ
ア
リ
。
其
事
タ
ル
ヤ

諸
君
自
カ
ラ
創
造
ス
ル
所
ノ
事
ナ
リ
。
抑
法
律
ト
云
ヒ
経
済
ト
云
フ
、
・
尚
ホ

浩
博
ニ
シ
テ
其
全
体
ヲ
研
究
ス
ル
ニ
便
ナ
ラ
ズ
。
請
フ
、
先
ッ
ニ
学
二
就
テ

各
自
ノ
好
嗜
天
性
ノ
所
適
及
ヒ
居
ル
所
ノ
職
二

従
ヒ
其
輔

部
分
ヲ
択
ミ
、
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
　
　
（
二
四
〇
）

一
二
部
分
ヲ
択
マ
ハ
之
レ
ニ
固
執
シ
テ
復
他
ヲ
望
ム
勿
レ
、
而
シ
テ
書
ヲ
読

ミ
人
二
問
ヒ
加
フ
ル
ニ
反
思
復
考
以
テ
自
得
ヲ
期
セ
白
。

　
諸
君
ハ
皆
仏
国
ノ
書
冊
ヲ
反
訳
ス
ル
ノ
学
力
ヲ
具
フ
。
反
訳
固
ヨ
リ
其
用

ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
ト
難
ト
モ
．
唯
霧
二
諸
君
ノ
為
メ
ニ
之
ヲ
惜
ム
ノ
ミ
。
今
僅

カ
一
二
歩
ヲ
進
メ
テ
反
訳
二
注
釈
ヲ
加
フ
ル
如
キ
ニ
於
テ
モ
、
誰
レ
カ
諸
君

ニ
シ
テ
之
ヲ
能
セ
ズ
ト
謂
ハ
ン
ヤ
。
而
シ
テ
是
等
ノ
事
ヲ
為
ス
者
ス
ラ
猶
且

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
ゆ
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ

甚
稀
レ
ナ
ル
カ
如
シ
。
此
国
ノ
真
理
ハ
彼
国
ノ
妄
謬
ト
是
レ
彼
ノ
有
名
ナ
ル

パ
ス
カ
ー
ル
氏
ガ
法
律
二
就
テ
云
ヒ
シ
所
ナ
リ
。
パ
ス
カ
ー
ル
氏
固
二
天
縦

ノ
英
才
ナ
リ
ト
錐
ト
モ
法
律
学
ヲ
為
セ
シ
ニ
非
ス
。
惜
哉
、
各
国
法
文
ノ
異

二
眩
シ
テ
、
其
実
常
二
同
一
ノ
原
則
ノ
存
ス
ル
ア
ル
ヲ
看
破
ス
ル
ヲ
得
サ
リ

シ
。
然
レ
ト
モ
仏
書
ハ
仏
国
ノ
為
メ
ニ
著
述
ス
。
故
二
其
制
度
風
俗
ヲ
知
ラ

ザ
レ
ハ
解
ス
可
ラ
ザ
ル
ノ
言
句
文
章
亦
往
々
ニ
シ
テ
コ
レ
ア
リ
、
訳
者
ノ
注

釈
実
二
欠
ク
可
ラ
ザ
ル
所
以
ナ
リ
。

　
諸
君
幸
二
余
ノ
云
フ
所
ヲ
採
用
シ
テ
ニ
学
ノ
中
二
就
テ
ソ
ノ
一
部
分
ヲ
択

ミ
深
ク
之
ヲ
研
究
シ
、
或
ハ
其
部
分
二
属
ス
ル
良
好
ノ
書
ヲ
訳
シ
テ
之
ヲ
注

釈
シ
、
此
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
暫
時
ヲ
経
ナ
ハ
仏
国
ノ
新
著
ヲ
取
テ
之
ヲ
抄
訳

シ
、
之
二
批
判
ヲ
下
ス
ヲ
得
ル
ニ
至
ラ
シ
。
果
シ
テ
然
ラ
ハ
仏
国
ノ
雑
誌
或

ハ
新
聞
紙
二
依
テ
日
本
人
ヲ
シ
テ
欧
洲
二
学
ノ
進
歩
ノ
景
況
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル

ヲ
得
ン
。

　
然
ル
ニ
目
本
二
於
テ
ハ
、
欧
洲
既
二
天
下
ノ
至
理
ヲ
知
ツ
尽
セ
リ
。
故
二

一
タ
ヒ
欧
洲
ノ
文
明
ヲ
輸
入
シ
尽
セ
ハ
、
復
タ
彼
土
将
来
ノ
文
明
ノ
如
何
二

注
目
ス
ル
ノ
要
ナ
シ
ト
思
フ
ノ
輩
　
ナ
カ
ラ
サ
ル
カ
如
シ
。
謬
見
ノ
国
ヲ
害

ス
ル
者
未
タ
焉
ヨ
リ
甚
シ
キ
モ
ノ
無
シ
。
夫
レ
文
明
ハ
活
物
ニ
シ
テ
、
進
動



歓
ム
コ
ト
ナ
シ
．
全
美
二
向
フ
テ
進
ミ
．
曽
テ
途
上
二
止
マ
ル
コ
ト
ナ
キ
ハ

人
ノ
人
タ
ル
所
以
ニ
シ
テ
．
シ
ノ
禽
獣
二
異
ナ
ル
所
以
ナ
リ
．
国
テ
組
成
ス

ル
所
ノ
人
類
既
二
底
止
ナ
ル
ヲ
得
ス
。
国
ノ
文
朗
豊
底
止
ナ
ル
ヲ
得
ン
ヤ
。

地
理
歴
史
物
理
其
他
万
般
ノ
学
術
耳
二
月
二
進
歩
シ
、
各
学
術
二
関
ス
ル
ノ

新
著
ノ
彩
多
ナ
洩
ソ
ノ
証
ト
ナ
ス
ニ
足
レ
リ
。
法
律
経
済
ノ
ニ
学
二
於
テ

モ
、
ソ
ノ
変
動
ノ
甚
シ
キ
ハ
諸
君
ノ
已
二
了
知
ス
ル
所
ニ
シ
テ
、
今
日
ノ
新

著
、
明
日
高
閣
二
束
ネ
ラ
レ
、
三
十
年
或
ハ
五
十
年
ヲ
経
テ
尚
ホ
世
二
行
ハ

ル
・
ノ
書
ハ
実
二
僅
少
ナ
ル
ニ
ア
ラ
ス
ヤ
．
是
レ
他
ナ
シ
。
各
国
年
々
設
ク

ル
所
ノ
新
法
許
多
ナ
ル
カ
故
ナ
リ
。
請
フ
、
諸
君
各
国
新
法
中
ノ
重
要
ナ
ル

モ
ノ
ヲ
択
ン
テ
之
ヲ
訳
シ
、
之
二
注
釈
ヲ
下
シ
兼
ネ
テ
批
判
ヲ
附
シ
以
テ
諸

君
同
国
人
ノ
便
ヲ
謀
レ
。

　
猶
諸
君
昌
告
ク
可
キ
事
ア
リ
．
ソ
ハ
諸
君
ノ
為
メ
ニ
一
大
事
業
ニ
シ
テ
、

且
ッ
至
難
ナ
ル
事
タ
ル
可
シ
．
蓋
シ
諸
君
ハ
日
本
ノ
諸
開
明
国
ノ
列
二
連
ナ

リ
、
之
レ
ト
同
等
ノ
地
位
ヲ
占
メ
ソ
コ
ト
ヲ
希
望
ス
ル
者
ナ
リ
。
此
希
望
ヲ

達
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
、
決
シ
テ
他
邦
人
民
力
為
シ
タ
ル
進
歩
ヲ
其
儘
輸
入
シ
テ
、

　
ハ
ま
ま
レ

之
ヲ
墓
倣
ス
ル
ヲ
以
テ
足
レ
リ
ト
為
ス
可
ラ
ス
。
必
ス
ヤ
自
ラ
進
ン
テ
其

群
二
入
ラ
サ
ル
可
ラ
ス
．
諸
君
ハ
幸
㎞
一
仏
語
二
通
ス
ル
ヲ
以
テ
、
仏
文
ヲ
以

テ
日
本
ノ
事
情
ヲ
西
人
二
通
ス
ル
ヲ
得
。
若
シ
西
人
ヲ
シ
テ
其
未
タ
知
ラ
サ

ル
所
ノ
事
情
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
7
得
ハ
．
日
本
帝
国
ノ
利
益
タ
ル
決
シ
テ
少
小

二
非
サ
ル
可
キ
ヲ
信
ス
ル
ナ
リ
。
余
ハ
是
迄
已
二
仏
人
ノ
所
著
ニ
シ
テ
日
本

ノ
事
情
ヲ
記
録
セ
ル
多
少
ノ
冊
子
ヲ
閲
シ
タ
ル
カ
、
概
ネ
其
事
実
ヲ
誤
レ
リ
。

余
ハ
矯
、
一
此
等
ノ
冊
子
力
昂
本
鼠
ノ
災
ヲ
醸
サ
ツ
」
」
ヲ
恐
ル
ナ
ツ
。
’
此
等

ブ
冊
子
パ
或
ハ
名
境
勝
地
ヲ
記
シ
、
或
ハ
快
楽
遊
戯
ノ
事
ヲ
述
フ
ル
ニ
過
サ

　
　
司
法
・
省
御
雇
外
人
ア
ヅ
燕
」
ル
の
司
法
，
省
法
学
校
卒
業
式
演
魏

ル
ヲ
以
テ
．
之
ヲ
読
ム
者
ハ
偏
二
日
本
国
ハ
一
ノ
放
慢
ナ
ル
快
楽
国
タ
ル
ノ

感
想
ヲ
惹
起
ス
ル
ニ
止
マ
レ
リ
。
此
種
ノ
書
籍
亦
タ
全
巻
実
ヲ
欺
ク
者
ト
云

フ
可
ラ
ス
ト
難
ト
モ
、

其
不
完
全
ノ
著
作
タ
ル
ハ
固
ヨ
リ
言
ヲ
待
タ
サ
ル
ナ

リ
。
抑
日
本
ノ
外
形
！
下
ニ
ハ
諸
般
ノ
欄
度
諸
種
ノ
習
慣
ア
リ
、
西
人
未
タ

之
ヲ
詳
知
セ
メ
。
凡
ソ
人
類
タ
ル
者
芦
ハ
必
ス
労
働
ア
リ
、
辛
苦
ア
リ
。
坤

輿
ヲ
周
巡
ス
ル
ニ
毎
人
花
卉
ヲ
耕
シ
管
絃
ヲ
弄
シ
テ
、
其
身
ヲ
終
フ
ル
ノ
郷

ヲ
見
ル
コ
ト
ナ
シ
。
西
人
ノ
日
本
ヲ
目
シ
テ
仙
境
ト
ナ
ス
。
余
甚
タ
之
ヲ
厭

フ
軌
然
レ
｝
モ
西
人
中
ニ
モ
梢
凌
識
見
ア
ル
者
ハ
、
真
ノ
日
本
ヲ
知
ラ
ン
コ

ト
ヲ
欲
せ
サ
ル
者
無
シ
。
而
、
シ
テ
能
ク
真
ノ
日
本
ヲ
西
人
二
挙
示
ス
ル
ヲ
得

ル
ハ
、
惟
諸
君
ア
ル
耳
。
夫
レ
日
本
語
ハ
至
難
ノ
国
語
ナ
リ
。
故
二
西
人
中

日
本
の
事
情
二
通
セ
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス
ル
者
ア
ル
モ
、
其
志
ヲ
遂
ク
ル
能
ハ

ス
。
若
シ
果
シ
テ
諸
君
ニ
シ
テ
西
人
ヲ
シ
テ
日
本
ノ
事
情
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
ヲ

得
ハ
、
其
公
正
ノ
心
ヲ
抱
ク
者
ノ
日
本
ヲ
賛
称
ス
ル
ニ
至
ラ
ン
コ
ト
疑
ヲ
容

レ
サ
ル
所
ナ
リ
。

　
諸
君
ヨ
、
諸
君
ハ
今
三
リ
或
ハ
長
官
ノ
認
可
ヲ
得
テ
．
日
本
法
規
類
ノ
著

シ
キ
者
ヲ
翻
訳
シ
、
解
釈
シ
、
或
ハ
法
律
財
政
二
関
ろ
ル
記
事
ヲ
草
シ
、
之

ヲ
西
人
二
示
ス
コ
ト
ヲ
務
メ
ヨ
。

　
余
ハ
、
右
ノ
如
ク
論
シ
来
ル
モ
、
決
シ
テ
法
律
経
済
二
学
ノ
外
ハ
皆
濱
斥

シ
、
諸
君
ヲ
ツ
テ
強
デ
此
厳
正
ナ
ル
ニ
学
ノ
範
囲
内
二
居
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル

者
ニ
ア
ラ
ス
。
若
シ
諸
君
．
歴
史
詩
歌
其
他
ノ
文
学
ヲ
嗜
好
ス
ル
ア
ラ
ハ
、
余

ハ
以
テ
真
二
適
当
ノ
嗜
好
ナ
リ
ト
信
ス
ル
ナ
リ
。
此
等
ノ
諸
学
ハ
、
所
謂
君

子
ノ
楽
ム
所
ニ
シ
テ
、
古
代
二
蕩
ラ
ス
、
近
ク
今
代
ノ
歴
史
二
徴
ス
ル
モ
、
其

例
二
乏
シ
カ
ラ
ス
っ
彼
ノ
英
国
ノ
政
府
二
立
チ
、
大
宰
相
ト
ナ
リ
テ
赫
々
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
コ
皿
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二
四
一
）



　
　
司
法
省
御
雇
外
人
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
司
法
省
法
学
校
卒
業
式
演
説

名
ア
リ
シ
両
政
事
家
ノ
如
キ
、
政
務
ノ
余
暇
二
文
学
二
耽
ケ
リ
、
之
ヲ
以
テ

最
大
快
楽
ト
ナ
セ
シ
ニ
ア
ラ
ス
ヤ
。
其
他
法
官
ニ
シ
テ
傍
ラ
文
学
ヲ
嗜
、
、
、
文

章
ヲ
以
テ
名
ヲ
知
ラ
レ
タ
ル
者
ノ
如
キ
ハ
、
一
，
ニ
シ
テ
足
ラ
サ
ル
ナ
リ
。
蓋

シ
此
等
ノ
人
ニ
シ
テ
、
若
シ
文
学
ヲ
嗜
マ
サ
レ
ハ
、
其
裁
判
ハ
以
テ
名
誉
ヲ
博

シ
、
永
ク
其
姓
名
ヲ
青
史
上
二
遺
ス
ヲ
得
サ
ル
ヤ
必
セ
リ
。
モ
ン
テ
ス
キ
ユ

ノ
名
ハ
世
之
ヲ
知
ラ
サ
ル
者
ナ
シ
。
然
レ
ト
モ
若
シ
モ
ン
テ
ス
キ
ユ
「
ボ
ル

ド
ゥ
」
裁
判
所
長
ノ
職
二
甘
ン
シ
テ
、
其
他
ヲ
顧
ミ
サ
リ
シ
ナ
ラ
ハ
、
恐
ラ

ク
ハ
今
日
諸
君
中
其
名
ヲ
知
ル
者
一
人
モ
ナ
カ
ル
ヘ
シ
。
氏
ハ
諸
君
の
年
齢

ニ
シ
テ
已
一
二
書
ヲ
著
シ
、
全
欧
ノ
喝
采
ヲ
得
タ
リ
。
氏
力
名
ヲ
知
ラ
レ
タ

ル
ハ
、
実
二
此
一
事
二
首
マ
リ
タ
ル
ナ
リ
。
氏
ハ
後
遂
二
裁
判
所
長
ノ
職
ヲ

辞
シ
、
専
ラ
歴
史
ヲ
講
究
ス
ル
コ
ト
ヲ
勉
メ
タ
リ
。
然
レ
ト
モ
、
諸
君
二
向

ツ
テ
モ
ン
テ
ス
キ
ユ
ヲ
学
ン
コ
ト
ヲ
勧
ム
ル
者
二
非
ス
。
何
ト
ナ
レ
ハ
、
官

職
ヲ
拗
ッ
ハ
難
事
ニ
ア
ラ
サ
レ
ト
モ
、
万
法
精
理
ノ
如
キ
書
ヲ
著
ハ
ス
ニ
至

リ
テ
ハ
容
易
ノ
業
二
非
サ
レ
ハ
ナ
リ
。

　
文
学
ノ
益
此
ノ
如
ク
夫
レ
大
ナ
リ
。
若
シ
諸
君
ニ
シ
テ
間
暇
ノ
時
ヲ
矯

ミ
、
文
章
歴
史
二
耽
ル
コ
ト
モ
ア
ラ
ハ
、
余
ハ
最
モ
之
ヲ
賛
成
セ
ン
ノ
、
ミ
。

且
ッ
余
ハ
厳
ニ
モ
尚
ホ
諸
君
力
已
二
知
ル
所
ノ
仏
蘭
西
語
ヲ
利
用
ゼ
ン
コ
ト

ヲ
望
ン
テ
止
マ
サ
ル
ナ
リ
。
乞
フ
、
諸
君
先
ツ
自
ラ
仏
蘭
西
ノ
書
二
依
リ

テ
、
欧
洲
文
学
ノ
真
美
ヲ
玩
味
シ
、
尚
ホ
進
ン
テ
諸
君
ガ
同
胞
ヲ
此
学
二
誘

導
セ
ヨ
。
諸
君
一
タ
ヒ
欧
洲
文
学
ノ
真
味
ヲ
知
ル
ニ
及
ハ
・
、
今
日
二
於
テ

想
像
ス
可
ラ
サ
ル
ノ
愉
快
ヲ
得
可
シ
。
日
本
ノ
文
章
若
シ
汐
ハ
歴
史
等
ヲ
仏

蘭
西
文
二
綴
リ
テ
、
之
ヲ
欧
洲
ノ
人
二
示
入
モ
、
亦
諸
君
ノ
宜
シ
ク
務
ム
可
キ

所
ナ
リ
。
日
本
ノ
文
学
ハ
吾
人
欧
洲
人
ノ
全
ク
知
ラ
サ
ル
所
ナ
レ
ハ
、
之
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
　
　
（
二
四
二
）

知
ル
ハ
欧
洲
学
者
社
会
ノ
為
メ
功
益
ヲ
与
フ
ル
少
小
二
非
サ
ル
ナ
リ
。

　
余
ノ
諸
君
二
告
ン
ト
欲
ス
ル
所
ハ
、
以
上
二
言
ヒ
タ
ル
所
ヲ
以
テ
充
分
ナ

リ
ト
セ
ス
ト
難
ト
モ
、
暫
ク
厳
二
演
述
ヲ
止
メ
ソ
ト
ス
。
人
或
ハ
去
ハ
ン
、

余
ノ
諸
君
二
希
望
ス
ル
所
甚
ダ
大
ナ
リ
ト
。
然
レ
ト
モ
志
ハ
大
ナ
ル
ヲ
要
ス
。

決
シ
テ
自
ラ
卑
屈
ニ
ス
可
ラ
ス
。
乞
フ
諸
君
、
心
ヲ
高
官
美
禄
二
傾
ル
コ
ト

無
ク
、
専
ラ
名
ヲ
挙
ケ
徳
ヲ
布
ク
コ
ト
ヲ
務
メ
ヨ
。
而
シ
テ
其
名
ト
徳
ト
ハ

諸
君
力
赤
心
以
テ
国
家
二
報
セ
ン
カ
為
メ
ニ
尽
ス
所
ノ
事
業
二
因
リ
テ
獲
得

ス
ル
ヲ
得
可
キ
ノ
ミ
。

　
鳴
呼
」
余
力
信
愛
ス
ル
生
徒
諸
君
ヨ
、
乞
フ
．
余
力
指
導
シ
タ
ル
方
向
二

進
ミ
、
躊
躇
ス
ル
勿
レ
。
余
二
於
テ
ハ
諸
君
必
ラ
ス
余
力
勧
告
シ
タ
ル
所
ヲ

充
分
二
実
施
ス
ヘ
シ
ト
固
ク
信
シ
テ
疑
ハ
ス
。
又
、
諸
君
力
余
ノ
言
ヲ
履
行

ス
ル
ニ
、
充
分
ナ
ル
資
料
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
。
諸
君
ヨ
、
諸
君
力
後
来

ノ
禍
福
ハ
諸
君
ノ
手
中
二
在
り
、
勇
進
セ
ヨ
、
諸
君
。

　
然
レ
ト
モ
、
諸
君
ハ
未
タ
経
験
二
富
メ
リ
ト
云
フ
可
ラ
ス
、
勇
進
事
ヲ
為

シ
、
謙
遜
ヲ
欠
ク
ノ
誹
ヲ
来
ス
コ
ト
勿
レ
。
諸
君
、
万
一
初
発
ノ
事
業
ニ
シ

テ
充
分
ノ
好
結
果
ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
コ
ト
ア
ル
モ
、
尚
ホ
報
国
ノ
実
ア

リ
テ
．
国
ヲ
愛
ス
ル
者
ノ
賞
歓
ス
ル
所
ト
ナ
ル
ヤ
必
セ
リ
．

　
諸
君
ハ
如
何
ナ
ル
理
由
ア
ル
モ
、
此
目
的
ヲ
達
シ
得
サ
ル
ノ
理
ア
ラ
ン

ヤ
。
諸
君
ハ
帝
三
学
力
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
此
世
界
二
於
テ
一
種
無
比
ノ
希
宝
ヲ

有
セ
リ
。
少
壮
年
齢
即
チ
最
モ
強
壮
ナ
ル
体
力
及
ヒ
総
テ
物
ノ
成
功
ヲ
賛
助

ス
可
キ
許
多
ノ
希
望
ト
思
想
ト
是
レ
ナ
リ
。

　
諸
君
ヨ
、
余
ハ
此
冗
長
ナ
ル
演
説
ヲ
終
ル
ニ
臨
ン
テ
、
諸
君
二
呈
ス
ル
ニ

余
ノ
一
家
言
二
非
サ
ル
数
語
ヲ
以
テ
セ
ン
。
凡
ソ
将
来
諸
君
ノ
賊
渉
ス
可
キ



地
位
二
於
テ
、
必
ス
ヤ
善
行
ノ
為
ス
可
キ
モ
ノ
、
真
理
ノ
探
ル
可
キ
モ
ノ
、

国
家
ヲ
利
ス
可
ク
愛
ス
可
キ
モ
ノ
ア
ル
コ
ト
ヲ
忘
ル
・
勿
レ
、
勉
メ
ヨ
ヤ
、

諸
君
。

　
明
治
十
七
年
七
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
日
本
司
法
省
法
学
本
科
教
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏
蘭
西
　
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ア
ッ
ペ
ー
ル

追
記
（
1
）
　
本
稿
で
述
べ
た
ア
ヅ
ペ
ー
ル
の
著
書
「
経
済
学
講
義
」
と
「
理
財
学
講
義
」

　
は
、
後
ち
に
両
者
を
合
せ
、
仏
国
法
律
博
士
亜
辺
爾
氏
講
述
、
日
本
宇
川
盛
三

　
郎
口
訳
「
経
済
学
理
財
学
講
義
　
完
」
（
明
治
十
八
年
十
月
、
発
行
所
不
明
）

　
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
は
講
義
年
月
日
の
記
載
は
な
い
。

（
2
）
　
宇
川
盛
三
郎
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
調
査
で
次
の
こ
と
が
判
明
し
た
。
彼

　
は
徳
島
の
人
、
明
治
十
五
、
六
年
頃
、
在
仏
日
本
公
使
館
に
書
記
生
と
し
て
赴

　
任
、
十
九
年
帰
朝
、
内
務
省
参
事
官
と
な
り
、
傍
ら
明
治
法
律
学
校
、
東
京
専

　
門
学
校
で
行
政
法
を
講
じ
た
。
後
ち
官
を
退
き
、
東
京
市
会
議
員
に
当
選
、
第

　
一
回
総
選
挙
に
は
、
東
京
牛
込
区
か
ら
出
馬
し
た
が
落
選
し
た
。
そ
の
後
零
落

　
し
、
，
明
治
末
年
に
は
京
都
地
方
裁
判
所
の
ブ
ラ
ン
ス
語
通
訳
を
し
て
い
た
（
明

　
治
四
十
五
年
七
月
十
九
目
・
時
事
新
報
所
載
「
人
の
今
昔
」
）
。
し
か
し
、
明
治
・

　
十
四
年
最
初
に
明
治
法
律
学
校
の
講
師
に
就
任
、
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
通
訳
を
し
た

　
前
後
の
経
歴
は
不
明
で
あ
り
、
ま
た
残
年
も
わ
か
ら
な
い
。
大
方
の
御
教
示
を

　
重
ね
て
期
待
し
た
い
。

司
法
省
御
雇
外
人
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
司
法
省
法
学
校
卒
業
式
演
説

一
五

（
二
四
三
）


